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序

青森県教育委員会では新総合運動公園建設事業に伴い、平成 7年度か

ら青森市宮田地区の埋蔵文化財調査を進めて参りました。広大な運動公

園建設用地内には、複数の遺跡が所在しており、遺跡の時期も縄文時代

から古代、中世におよんでおり、当地域における人間活動の歴史が古く

から継続していることを示しています。

本書はこれまで継続してきた、宮田地区の埋蔵文化財調査についての、

初めての報告書です。収録しております上野尻遺跡は広大な面積のうち、

ごく一部を調査したにすぎませんが、遺跡の概要を把握する上では重要

な報告であります。また、もう一つの収録遺跡である山下遺跡は、平安

時代の集落が沖積地の微高地上に営まれており、当時の低地開発のあり

方を示す調査例といえましょう。

本書で明らかにされた事実をもとに今後更に多くの事実が明らかにさ

れ、この地域の歴史が解明されることを期待しております。

最後に、今回の発掘調査の実施及び報告書の作成にあたり、御指導・

御協力を賜った関係各位に対して、厚くお礼申し上げます。

平成11年3月

青森県教育委員会

教育長杉公危~j]( ネ右



例 言

1. 

2. 

3. 

本報告書は、青森県新総合運動公園建設に伴い、平成9年度に発掘調介を実施した青森市宮田

地区山下遺跡・上野尻遺跡の発掘調査報告書である。

本報告書の執筆者名は、依頼原稿については文頭に、その他は末尾に記した。ただし、遺構内

出土遺物は、士器・士製品を中村哲也が、石器・石製品・木製品・鉄製品を杉野森淳子が執筆し

た。遺構に関するその他の記載は末尾の執筆者名による。

出士した資料の自然科学的同定・分析等は下記の諸氏・諸機関に依頻した。

石器の石質鑑定

木材・炭化材の同定

松山 カ（八戸市文化財審議委員）

パリノ・サーヴェイ株式会社

放射性炭素年代測定

4. 本報告書に掲載した地図は、国土地理院発行の 2万5千分の 1地形図の「浅虫」「青森東部」

「折紙山」「東岳」である。

本書を編集するに当たり次の方々・機関にお世話になった。

木越 邦彦（学習院大学教授）

5. 
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鎌田勉
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凡 例

1 遺構の表記は青森県埋蔵文化財調査センターで定めた略号と通常の呼称（たとえば、第 1号住居

跡、第3号士坑など）を併用している。当センターで定めた略号は以下の通りである。

SB 掘立柱建物跡 SD 溝跡 SE 井戸跡 S I 住居跡

SK 土坑 SN 焼土遺構 SQ 配石・集石遺構 SR 土器埋設遺構

ST 拾て場 sv 溝状土坑 SX その他

ただし、発掘調査の時点では、当センターの標準的な略号が定められておらず、現場独自の略号

を用いていたため、注記については上記の略号と異なるものが混在している。上記略号との相違は

次の通りである。

住居跡 H 配石・集積 SX 焼上遺構 SF 土器埋設遺構 SX 

2 挿図中の北方位は、座標北である。

3 挿図の縮尺は、各挿図にスケールとともに示した。ただし、座標の表示のあるものについてはス

ケールを示していない場合がある。

4 挿図中で用いたスクリーントーンの指示は次の通りである。これ以外は、各挿図で指示してある。

遺構 焼土 炭化物 粘土

遺物 土器 内面黒色処理

石器 スリ 凹み タタキ

5 挿図中で用いた土器の表現は下図の通りである。
指押え

（（ ジ亨璽彗

□I ; ハ／
ヶ
メ

ハケメ

口丁-uりl
粘土部
接合部

中央部白ヌキ
径復元可能なもの 径復元に不安のあるもの

6 土師器・須恵器に用いられるヘラナデ・ケズリについては、砂粒の移動があっても粘士の移動痕

が見られるものはヘラナデ、粘上の移動痕が無く砂粒の移動が認められるものはケズリとした。

7 本書における石器の分類は以下の通りである。

石器の分類
石鏃 敲磨器類 二次加工剥片
I a 無茎石鏃、基部直線 I類 主要痕跡が研磨のもの（磨り石） a類 定型石器に相当するもので器種が不確定なもの
I b 無茎石鏃、基部に扶り a 礫の一部を平坦に磨ったもの b類 一定の刃部を有するもの（削器・騒器類）
II a 有茎石鏃、基部直線 b 礫全体を棒状に磨ったもの c類 部分的に連続した加工が施されているもの
JI b 有茎石鏃、基部に袂り c その他の形状 d類 不連続な加工が施されているもの
皿 棒状、尖状石鏃 11類 主要痕跡が敲打のもの（敲き石） 剥片

I11類 主要痕跡が凹みのもの（凹み石） e類 定型石器の素材となりうるもの
w類 使用痕跡が複合しているもの f類その他 (e・f類以外）

g類礫面を有する剥片



目 次

第1編調査の概要

第 1章調査要項......................................................................................................3 

第2章調査に至る経緯.............................................................................................4 

第3章 調査方法と調査の経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
第 1節調壺の方法................................................................................................4 

第2節調森の経過................................................................................................7 

第4章 地形・地質の概要と士層序..............................................................................8 

第2編山下遺跡

第 1章基本層序......................................................................................................17 

第2章検出遺構と出士遺物・・.....................................................................................17 

第 1節縄文時代の遺構..........................................................................................17 

第2節平安時代の遺構..........................................................................................25 

第 3節 中世以降の遺構 ..........................................................................................55 

第4節 時期不明の遺構..........................................................................................60 

第3章 遺構外出土遺物・・・..........................................................................................65 

第 1節 上器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...........................................................65 

第2節石器.........................................................................................................70 

第4章まとめ.........................................................................................................77 

第 1節 平安時代の土器につしヽて..............................................................................77 

第2節 遺構・遺物につしヽて....................................................................................77 

第3編上野尻遺跡

第 1章基本層序......................................................................................................85 

第 2章検出遺構と出土遺物・......................................................................................85 

第3章遺構外出土遺物・............................................................................................88 

第4章まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108
第 1節 B区出土土器につしヽ て ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・108

第2節 B区出土石器につしヽ て ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・109

付編 自然科学的分析

1 . 宮田地区山下遺跡から出土した木製品・炭化材の樹種 パリノ・サーヴェイ株式会社……117

2. 放射性炭素年代測定 木越邦彦 ……120 

写真図版 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・121

抄録 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・141







第1章調査要項

第 1編調査の概要

第 1章調査要項

1 調査目的

平成9年度新青森県総合運動公園建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する青森市宮田

地区山下遺跡・上野尻遺跡の埋蔵文化財発掘調査を実施し、その記録保存を図り、地域の文化

財の活用に資する。

2 発掘調査期間

上野尻遺跡

平成9年7月1日から平成9年8月31日

山下遺跡

平成 9年8月25日から平成 9年10月31日

3 遺跡名および所在地

上野尻遺跡（県遺跡台帳番号 01278) 

青森市大字矢田字上野尻59、外

山下遺跡 （県遺跡台帳番号 01277) 

青森市大字宮田字玉水109、外

4 発掘調査面積

上野尻遺跡 3,800m' 

5 調査委託者

青森県士木部

6 調査受託者

青森県教育委員会

7 調査担当機関

山下遺跡 4,500m' 

青森県埋蔵文化財調査センター

8 調査協力機関

青森市教育委員会 東青教育事務所

9 調査員等

市川 金丸（青森県考古学会長）

池田 敬 （青森市教育委員会教育長）

調査指導員

調査協力員

調査員 松山 力 （八戸市文化財審議委員会委員 地質学）

調査担当者

遠藤 正夫（青森市教育委員会埋蔵文化財対策室長 考古学）

青森県埋蔵文化財調査センター

調壺第二課

課長鈴木克彦

調査補助員小田桐良

薯原絵里奈

主事中村哲也

田村 富貴子
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山下遺跡・上野尻遺跡

第 2章調査に至る経緯

平成 7年11月、県総合運動公園移転計画に伴い、青森市宮田地区が建設候補地となり、埋蔵文化財

包蔵地の有無について県士木部より県教育委員会文化課に照会があった。これをうけて、文化課では

分布調査を県埋蔵文化財調査センターに依頼した。

平成 7年10月、当センターでは当該地域の分布調壺を実施し、 7箇所の埋蔵文化財包蔵地（下記5

遺跡及び玉水 (3)遣跡、玉水 (4)遺跡）確認した。平成 7年11月新総合運動公園建設予定地は宮

田地区と決定した。この際、上記の玉水 (3) ・(4)遣跡は建設予定地範囲外となった。

これをうけて県上木部より県文化課に範囲確認調査の依頼があり、当センターが範囲確認調査を実

施することとなった。平成8年10月28日から同年11月29日まで、新総合運動公園建設予定地内の埋蔵

文化財包蔵地の範囲を確認するため試掘掘調介を実施し、玉水遺跡、山下遺跡の南半、上野尻遺跡の

大半の遺跡範囲を確定し（下表参照）、それぞれ縄文時代前期、縄文時代後期・平安時代、縄文時代後

期の遺跡であることが明らかとなった。この試掘調査の際、用地買収交渉の進行中であったが、地権

者から調査の御承諾・御協力を頂いた。

平成9年度は、まず米山 (1)遺跡・米山 (2)遺跡の範囲確認調査、上野尻遺跡の一部範囲確認

調査から着手した（下表参照）。この結果、米山 (2)遺跡は縄文時代後期の集落であることが判明

した。範囲確認調査が終了し次第、上野尻遺跡の市道矢田 2号線付け替え道路部分の本調査、山下遺

跡南半の本調査を実施した。山下遺跡北半部は平成10年度以降に範囲確認調査を行うこととなった。

また、平成9年度の発掘調査終了時点での遺跡確定範囲・調査状況は図2の通りてある。

遺跡名 調査年度 調査期間 試掘対象面積 調査面積 遺跡面積

重水 (2) 平成8 10.28~ 11.29 28,000m' 1,300m' 3,600m' 

山下（南半） 平成8 10.28-11.29 62,000m2 6,300m2 4,200m' 

上野尻 平成8 10.28~ 11.29 93,600m2 5,760m' 17,100m2※ 

米山 (1) 平成9 4.27~ 6.30 合計 l,224m2 Om2※※ 

米山 (2) 平成9 4.27~6.30 135,060m2 2,699m' 61,200m2 

上野尻 平成9 4.27~ 6.30 93,600m2 700m' 30,800m2※※※ 

※ 平成8年度調査終了時点。 ※※ 範囲確認調査の結果、少なくとも用地内に遺跡本体は存在しないこと

を確認。 ※※※ 平成8・9年度調壺結果の合計。

第 3章調査方法と調査の経過

第 1節調査の方法

グリッドの設定 新総合運動公園建設用地は東西約 1kmの広大な地域で、この中に複数の遺跡が所在

する。これらの遣跡の相互の位置関係を示すため、新総合運動公園用地全休に共通のグリッドを設定

する必要があった。幸い、用地内にはJI級 ・ill級の測量基準点が複数箇所設定されていた。そこで、

範囲確認調査開始時に、グリッドの軸を公共座標の軸にあわせることとした。グリッドは 4m単位と
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第 3産 調査方法と調査の経過

図 1 遺跡位置図
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山下遺跡・上野尻遺跡
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図2 宮田地区全体図 (S=1/7,500) 

した。まず、平面直角座標第X系のX=92, 680Y=644をIIA-30と呼称し、座標x軸は

ローマ数字とアルファベット A~Tの組み合わせで、 Y軸は算用数字で表した。 X軸は正方向へ座標

値が4m増えるごとに IA、IB…のごとくアルファベットが順次進み、 ITまで進行すると、次の

グリッドはローマ数字が繰り上がり IIAとなる。 Y軸は正方向へ4m進むごとに 1増える。グリッド

の呼称は南西隅のグリッドライン交点を用いて表した。

-6-
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第3章 調査方法と調査の経過

遺物包含層の掘進と遺物の取り上げ 表土・耕作土は重機により除去した。遺物包含増の掘進に当たっ

ては分層発掘を基本とした。基本層序は基本的にローマ数字で表記した。ただし、水性堆積による土

層は算用数字などを用いて別途表記した場合がある。遺物は基本的にグリッド単位・層単位でとりあ

げた。

遺構の調査 遺構の調査は土坑は 2分法、住居跡は 4分法を基本とし、その他の遺構は大きさによっ

て適宜いずれかを選択した。遺構内の堆積土は算用数字を以て表記した。遺構名は種別ごと、検出順

に付し、調査後攪乱と認められたものや別種の遺構となったものは欠番としてあつかった。遺物は層

位ごとに取り上げることを基本とし、必要に応じて三次元の位置を記録して取り上げた。

実測図の作成 遺構実測は簡易遣り方法を採用した。実測図の縮尺は1/20を基本とし、必要に応じて

1/10を採用した。ただし、山下遺跡ではトータルステーション（シン技術コンサル社製 「遺跡管理シ

ステム」）による実測を実施し、簡易遣り方と併用した。

写真撮影 写真撮影は35 mmモノクロフィルム (IS0400)と同リヴァーサルフィルム (IS 0 

1 0 0)を使用し、補助的に 35 mmカラーネガフィルム (ISOlOO)を使用した。

第2節調査の経過

5月2日、機材搬入。上野尻遺跡の前年度範囲確認できなかった区域の範囲確認調査を開始する。

5月15日、上野尻遣跡の範囲確認調査と並行して米山 (2)遺跡の範囲確認調資を開始する。6月

上旬、米山 (2)遺跡の範囲が当初予想範囲より広がる可能性が認められる。 6月18日、米山 (1)

遺跡範囲確認調査開始。6月24日、米山 (1)遺跡の調査終了。遺構は検出されず、遺物も流れ込

みと判断された。上野尻遺跡本調査開始まで米山 (2)遺跡拡張範囲の調査を行う。 7月1日上野尻

遺跡付け替え道路部分本調壺開始。A区より調査を行うが遺構は検出されず、遺物も散在する程度。

8月中旬、 B区の埋没した沢が縄文時代後期の小規模な捨て場として利用されていることが判明。

8月25日、上野尻遺跡調査と並行して、山下遺跡の調査を開始する。8月31日、上野尻遺跡調査

終了。9月上旬、山下遺跡A区で遺構検出。中世以降かと思われる溝、平安時代の住居跡を確認。 9

月下旬、遺跡範囲が広がることが判明。10月上旬、重機により表士を除去し拡張範囲の調査を開始

する。 10月中旬、さらに遺跡範囲が拡張することが判明し、再度重機により表士除去。 10月31 

日、調査終了。 （中村哲也）
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山下遺跡・ 上野尻遺跡

第4章 地形・地質の概要と土層序

1 . 山下・上野尻遺跡の位置と周辺の地形

両遺跡は青森市役所庁舎付近から東北東へおよそ 8(山下遺跡） ~ 9 (上野尻遺跡） km、直近の青

森湾岸からは南東～東南東へ2.3~2.6kmの区域に広がっている。山下遺跡の南南西端から上野尻遺跡

の北北東端までの距離は約 1kmで、発掘調介はこの区間の幅200m程度の範囲内で実施された。

西を津軽山地東麓、南から東を八甲田連峰を含む脊梁山脈中軸部の北西麓に限られた青森湾南岸に

は、東西およそ15km、奥行およそ 9kmの広い沖積平野が開け、青森平野と呼ばれる。両遺跡の立地す

る青森平野の東北端部は、砥取山山塊（図 2内の諏訪沢付近まで南南西方からのびる山体の仮称）北

部の稲山から北に延ばした線で、青森平野主部と分けられる。青森平野主部の後背地は、西縁を入内

川に限られた北八甲田連峰山麓の丘陵地（洪積台地）である。一方、青森平野東北端部の後背地は野

内川流域、およびその北方の小河川流域山地である。

図2は、上野尻遺跡と山下遺跡の中間地点をほぽ中央に置いた、東西5.5km、南北4kmの地域の地

域区分図で、青森平野東北端部の大部分が含まれている。区分は新旧の 2万5千分の 1地形図の読図

によったが、台地・沖積地の人為的改変が著しく、確度を欠く部分があることを付言しておく。

沖積地を下位面・中位面・上位面の 3面に分け、洪積台地は下位面・上位面の 2面に分けた。洪積

上位面には高度にかかわりなく、山地の急斜面下に続く谷底の緩傾斜地をも含めた。

沖積下位面は、高度（海抜） 10m以下の部分（野内低地帯とする）と、これに続く河川・沢沿いの

低地帯である。野内低地帯は幅1.2~1.5kmで、ほぼ縄文海進時に海面下にあった部分に相当すると思

われる部分である。沖積中位面は、野内低地帯に接する部分では、下位面との間に明確な段丘崖をもっ

ていないが、傾斜の遷移と、幾つかの谷の出口の位置、削剥の新しい谷頭などで区別した。沖積上位

面は、野内川流域より北の宮田地区から貴船川南側の矢田地区までの問にあり、背後の沖積下位面に

連続する小規模な複合扇状地性地形面である。その高度は末端部が15m前後、洪積低位面との境界が

25~30mで、沖積中位面より勾配がやや大きくなる。

沖積下位面は、扇状地性堆積物で構成されるが、沖積上位面との間に明確な段丘崖をもっていない

が、その縁辺部の傾斜がやや大きいこと、一部に洪積世末期の降下火山灰を載せていることなどで区

別した。洪積上位面は高度がほぼ50m以下で、明瞭な段丘崖を欠くところがほとんどであるが、縁辺

部の勾配はやや急になる。面高度が増すにつれ傾斜を増し、直接急傾斜の山体に接している。

貴船川流域とこれに続く野内低地帯の後背山地は、東方の東岳山塊、北方の片越山山塊とその西端

部を取り巻くように錐状の孤立峰群（径150~500m、標高40~130m)で、いずれも急傾斜地である。

野内川中流から支流の小川目沢・大清水沢と、北方の貴船川で囲まれた、東岳（頂上は両遺跡の東方

ほぼ8km、標高684m)を中心とする山地を東岳山塊。また、貴船川と根井川とに挟まれた、上野尻

遺跡の北北東約4.5kmの片越山（標高295m)から田頭山（標高267m)を経て、高山（標高153m)へ

と続く稜線（尾根）を軸とする山地を、片越山山塊と呼ぶ。

東岳山塊の東縁からは、 3つの山稜が西方の沖積地・台地に向かって突き出している。根元（幅が

くびれる部分）から末端までは、北側の山稜が約3km、南側の山稜が3.5km、間に挟まれる山稜は 2

kmたらずである。北側山稜の最大幅は1.5km、最高部は根元近くの石山（標高189m)である。南側山
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第 4章 地形 ・地質の概要と士層序

稜の幅は根元では200m(尾根の標高約30m)たらずであるが、最大幅は1.1kmと広がり、中央部の標

高は147mにもなる。中間の山稜は最大幅が160mで3つの山稜の中ではもっとも狭いが、根元近くの

峰の標高が140m余と高い。片越山山塊からも幾つかの短い山稜が南側の貴船川北岸の谷底平野に向

けて突き出し、台地・沖積地を区切っている。

500m 

ロ沖積下位 ロ沖積中位面 ロ沖積 上位面 ロ洪積下位面
図3 遺跡付近の地形区分図

2. 地質の概略

1500 

洪積上位 面 急傾 斜 面

両遺跡周辺を取り巻く山地の大部分は、新第三紀の凝灰岩類・頁岩などを主とする堆積岩類や、流

紋岩• 安山岩などの火山岩類で、 一部に先第三紀の堆積岩や花尚閃緑岩が分布する。

山塊ごとに見れば、南方の野内川南側の山塊群は頁岩• 砂岩・凝灰岩類、東方の東岳山塊から西に

突き出す山稜群は安山岩・凝灰岩類、東岳山塊はチャート・粘板岩• 石灰岩 ・花岡閃緑岩などの先第

三紀の岩石と第三紀の安山岩・凝灰岩類、北方の片越山山塊は泥岩・凝灰岩類などの堆積岩と安山岩

類、片越山山塊の西端部の高山付近と西縁を取り巻く弧峰群は安山岩類で構成される。なお、根井川
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山下遺跡 ・上野尻遺跡

北方の浅虫付近の海岸よりの山地末端部は流紋岩で、浅虫沖の湯ノ島は石英安山岩である。

沖積地は礫• 砂・泥などの未固結堆積物が主体である。洪積下・上位面下の構成層は、礫・ 砂など

で構成される士石流を主とする地層で、粘士質褐色風化火山灰層（いわゆるローム）が被覆し、地表

直下には黒色土が発達している。

3. 土層序と遣跡の基盤層

(1)上野尻遺跡

この遺跡の調査箇所は、 A.矢田の洪積下位面の平頂部南半部、 B. Aの南南東部の山地急斜面下

で、野内低地帯に出口をもつ浅い小谷の谷頭の底部、 C.Bの南南西方約150m付近の山地急斜面下

の緩傾斜地の 3箇所である。それぞれの土層序は、 Aが洪積台地下位面を代表する層序を持つのに対

し、 Bはおもに水底堆積物、 Cはほぼ直接に第三紀基盤岩にのる土層で、様相を異にしている。

Aの土層は上から、 I~Nの4層に大別される。

I層は、厚さ8~25cmのやや粘性に富む黒褐色(10YR2/3)土層である。

II層は、厚さ16cm以下の、部分的に褐色 (lOYR4/4) ロームの小塊（径1cm土）が混入する黒色

(lOYR2/1)土層で、平頂部南側の調査区域の 4分の 1ほどに断続的に分布するに過ぎない。この土

層は縄文時代晩期から奈良• 平安期に形成されたものと思われる。

II1層はIIIa~IIIhの8層に区分される。

III a層と IIlb層はIIIC層以下の士層が基盤の凹部に下がる部分を埋める上層で、側方に尖滅する。

III a層は、厚さ10~16cmの灰黄褐色 (lOYR4/2)土層で、部分的に上位の黒色土塊を含み、また

径1cm土のローム質土塊が散在している。

III b層は、厚さ20cmのにぶい黄褐色 (lOYR4/3)土層を基質とする礫層で、小石程度の円礫や角

礫を含みよく締まっている。

III C層は、厚さ8~32cmの暗褐色 (lOYR3/3)礫層で、おもに粒径3~10cmの角礫が集まる。

III d層は、厚さ20cm以下の小礫を多量に含む砂礫層で、断続的に分布する。

III e層は、凹部のIIb層と IIIf層の間に挟まれるローム質褐色 (10YR4/4)上層で、粒径1~5cm 

の角礫が混じっている。

III f層は、厚さ15~45cmの暗褐色 (lOYR3/3)土層で、粒径1~3cmの小礫が混じっている。

III g層は、厚さ20~30cmのローム質褐色 (lOYR4/4)土層でやや砂質である。

IIIh層は、厚さ25cm以下のにぶい黄褐色 (10YR4/3)土層で、 IIIf層と皿 g層の間にレンズ状に

挟まれている。

以上の土層の合計層厚は120~125cmに達し、その下位に基盤の礫層がある 。礫層は厚さは2m以上

で、細～大礫までの礫が集まり、最大粒径は50cmにも及ぶ。

Bの土層は上から、 I~VIの6層に大別され、さらに厚さ最大60cmの谷底堆積物には、 W層とVI層

の間に数枚の間層が挟み込まれている。

I層から II層までは谷底堆積物から北西部の平坦地までを覆う土層である。

I層は、上から黄褐色土、混合士、黒褐色士の順で重なる厚さ55~72cmの盛り上と表土である。

II 層は、厚さ 12~25cmのシルト質黒褐色土層で、縄文時代晩期から奈良• 平安期の土層と思われる
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が、攪乱されて現代の陶磁器片やガラス片なども混入している。

皿層は、上からIlla ~Ill c層の 3層に悦分される。

Ill a層は、谷部に局所的に見られる薄い黒色 (lOYR2/2)シルト質である。

Ill b層は厚さ15cm以内のレンズ状に挟まれる黒色 (lOYRl.7 /1)土層、 IllC層は厚さ12~18cmの黒

褐色 (lOYR2/3)士層で、双方に縄文時代の土器片が包含されている。

最大層厚約60cmの谷底堆積物は、 Ill層・間層 4層とN~VI層との間にあり、上から間層 l~Illeの

5層に区分される。間層 1層は間層 2層と間層 3a層以下を切り、間層 2層は間層 4層と間層 3a層

以下を切っている。さらにIlle層は、間層 4層とW層以下の土層を約90cmほどの深さに切り込む。こ

のことは下流方からの浸食が、間層 4層とW層の堆積後の時期にここまで及んだことを意味する。

間層 1層は最大層厚27cmの褐灰色 (lOYR4/1)砂質シルト層、間層 2層は台地側谷壁部に存在す

る厚さ36cm以下の黒褐色 (7.5YR3/l)粘士層、間層 3a層は厚さ6~17cmの褐灰色 (7.5YR5/1)の

シルト層、間層 3b層は厚さ6cm以下の褐灰色 (7.5YR4/1)シルト層で、 3a層と 3b層には多量の

粗粒砂が混入する。Ille層は間層 3a層同様に側方で間層 2層に接する黒褐色 (10YR3/1) シルト

層で、その厚さは南西側の山際で最大38cmとなるが中央部付近では14~25cmである。

間層 4層は、最大層厚45cmのにぶい黄褐色 (lOYR5/4)ローム状粘士層で、粗粒砂質が混じる。

w層は、厚さ最大18cm以上の褐灰色 (10YR4/l)ローム状粘土層で、細粒砂が混じる。

v層は、厚さ12cm以下の灰白色 (lOYR7/1)粘土層で、粗粒砂大の同色軽石が散らばり、基盤の

凝灰岩に由来するものと思われる。

VI層は厚さ5~35cm以上の灰黄色 (2.5Y6/2)粘土層で、粗粒砂が混じり、上部は谷底堆積物の直

下にあるため、酸化して赤味がかった褐色帯となっている。

Cの土層は上から、 I~Vの5層に区分される。

I層は、厚さ16~2lcmの黒色 (lOYR2/l)土層である。

II層は、褐色 (lOYR4/4)士と暗褐色 (10YR3/4)土との混合土層で、黄色火山灰粒子が多量に

含まれ、褐灰色 (lOYR4/2)と黒褐色 (lOYR3/l)の混合土塊が随所で土層を切断している。

皿層は、砂質の褐色 (lOYR4/6)粘士化火山灰が主であるが、源いところでは全休がしまって硬

い黄褐色 (lOYR5/6~5/8)砂質火山灰層で、粒径が粗粒砂大～数mmの同色軽石や黒色火山砂が混入

している。厚いところでは径数~20cm程度の同様の火山灰塊が下部により多く含まれる。Ill層の層相

は、青森西部から浪岡付近に分布する女鹿沢火山灰や上北の千曳浮石層に酷似し、これら火山灰に相

当することは間違いない。 II層と Ill層の層厚はそれぞれ10~35cm、9cmから40cmで厚さの変化に富む

が、両層の境界が踊るように屈曲し相互に補完しあっているためで、その合計層厚は40~50cmである。

w層は、厚さ18~32cmの褐色 (lOYR4/6)砂質粘土化火山灰層（ローム）である。 VI層は厚さ20

cm以上の黄褐色 (lOYR5/8)粘土層で、しまって硬い粒径数cm土の灰白色～浅黄橙色 (lOYR8/2~4)

の塊状～斑状の粘土塊が混入する。この粘土塊は直下の第三紀凝灰岩に由来するものと思われる。

(2)山下遺跡

山下遺跡は、宮田地区の沖積上位面の基部付近の、浅い谷の両側に広がっている。浅い谷の南側が

A区、北側がB区である。

A区の士層は、上から I~Vの5層に分けられる。
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I層は、砂質シルト状の耕作土で Ia、Ibの2層に分けられる。上位の Ia層は厚さ5~15cmの

暗褐色 (lOYR3/3)~黄褐色 (lOYR4/3)土層で、厚さ3~4cm以下の褐色 (10YR4/6)帯が断続的

に挟まれる。下部は厚さ3~8cmの黄褐色 (lOYR5/6)士層で、ところどころに酸化による厚さ2cm以

下のにぶい橙色 (7.5YR6/4~6/6)の酸化帯がレンズ状に挟まれる。

JI層は、厚さが16~32cmの褐灰色～にぶい黄褐色 (lOYR4/1~3)シルト質粘土層で、色調は下方

ヘ明るくなる。粒径2~8mmの灰白色～黄橙色 (lOYRS/2~8)火山灰塊がところによってまばらに、

ところによって密に混入する。厚さ20cm以上の部分は下部が一層明るい灰褐色 (10YR5/2)で、に

ぶい赤褐色 (5YR4/4)~明褐色 (7.5YR5/8)の酸化鉄化した斑状士塊が随所に入っている。 JI層の

下部には奈良• 平安期の逍物が包含されている。

III層は、厚さ12~22cmの褐灰色 (lOYR4/1)~灰黄褐色 (lOYR4/2)粘土層（グライ土）で、厚

さ2cm、横幅3~5cm程度の橙色 (7.5YR6/8)~明褐色 (7.5YR5/8)~黄褐色 (10YR5/8)の斑紋が

目立つ。下部には下位層の間に、レンズ状の黒褐色 (lOYR3/2~2/3)土層を挟むところがあり、縄

文時代後期の土器などの遺物を包含する。また、最大層厚35cmの、遺物を多量に包含する黒色土、黒

褐色土、にぶい黄褐色土が累積する廃棄土層が含まれる。

w層は、厚さ24~50cmの粘上層（グライ土）で、暗褐色 (lOYR3/4)~褐灰色 (10YR4/1)のW

a層と、灰黄褐色 (lOYR4/2)~褐灰色 (lOYR5/l)のNb層に分けられる。 Na層にはIII層中の

斑紋と同様の斑紋が散らばり、円筒式土器を包含している。 Nb層は砂質で、ところどころにレンズ

状あるいは塊状（厚さ2~3cm、横幅3~6cm)のにぶい黄橙色 (10YR6/3) シルト塊が含まれる。ま

た、太さ約1cm、長さ10~15cmの、明褐色 (7.5YR5/8)の垂直斑紋が目立つ。

v層は、厚い砂礫層で、細礫層や砂層、大小の半円礫・円礫が密集する砂礫層などの互層で構成さ

れている。上部の基質は砂質～砂礫質の暗褐色 (7.5YR3/3)~褐色 (lOYR4/4)土に漸移する。

B区の土層は、上から I~VIの6層に分けられる。

I層は、調査区域内が剥士されていて観察できなかったが、区域直近で厚さ10~20cmの暗褐色 (10

YR3/3)土層となっている。

JI層は厚さ2~10cmの黒褐色 (lOYR2/2)シルト状土層（グライ土）で、ところどころに酸化によ

る径2cm前後のにぶい赤褐色 (5YR4/4)~赤褐色 (5YR4/6)の斑紋が散らばる。

III層~V層は、粗粒砂の混じるシルト状上層（グライ土）である。

III層は厚さ30cm以内の黒褐色 (10YR3/1)土層、 W層は厚さ35cm以内の黒褐色 (10YR3/2)土層

である。 III層とW層は厚さを補完し合うように重なり、合計層厚は30~40cmである。

v層は褐色 (10YR4/4)土層で、厚さは下限不明で確認できなかったが、少なくとも 15~32cm以

上である。

VI層は、粒径19~20cmの礫を含む厚さ70cm以上の砂礫層である。この砂礫をIII層以下の土層が切り

込んでいるので、ところによって砂礫層の上面はIII層上面と同一面になっている。
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第1章 基本層序

第2編山下遺跡

第 1章基本層序

山下遺跡の南半部は、平成8年度の試掘調査の結果、大半が水田の拡張に伴って削平され、飛び地

状に遺構・遺物包含層が残されていると判断された。この飛び地状に残された 2地点のうち、西側を

A区、東側をB区と呼称した。土層の詳細な説明は第1編第4章に譲り、ここでは地形について簡単に

述べたい。

A区は八幡社西側付近から北西方向にのびる微高地とその両側の微低地からなっている。図6に示

した土層固は、この微高地にあたる地点のものである。後述する廃棄ブロックはこの微高地の北東側

の微低地に至る小規模な斜面にある。

B区は、調査区内は開田により削平を受けており、微地形はとらえ得なかった。全体に河川により

堆積したシルト・礫層が南西方向に傾斜を持って堆積していた。そのため、場所により、下位層が最

上面に現れている場合もある。第II層が縄文時代の包含層である。

ill D -116 

I A 区

w 22.60m 
E
 

A区

I a廣賭褐色
I b陪黄褐色
Il層 褐灰色

I11層 褐灰色

Na層昭褐色
Nb屈 灰黄褐色土
V居居砂礫居

(I OY H3/3) 砂質シルト 耕作土
(IOYR5/6) 砂質シルト 鈍い橙色 (75YH6/4)炭化帯を含む。
(lOYH4/l) シルト質粘上 下部に奈良 ，平安期の遺物を含む U
(10YR4/1) 粘土 縄文後期の包含層。
(IOYR3/4)粘土 縄文前期の逍物を含む。
(IOYH4/2) 砂質粘土 鈍い黄橙色 (IOYR6/3)シルト塊を含む。

砂礫屡

B区

I層 耕作土
rr層 生褐色 (10YR2/2) シル ト 酸化鉄を斑状に含む。
m磨 黒褐色土 (1DYH3/1) シルト 粗砂粒を含む。
w陪 黒祝色土 (10YH3/2) シルト 粗砂粒を含む。
v屈 褐色 (10YR4/4)粗砂粒を含む。
VI層 飩い黄褐色土 (!OYR4/3) 砂礫殴 ¢10-20cmの礫と砂であるぃ

B 区

W 26.!0m 

NK-166 

I E
 

"'r 

゜
(S=l/60) 

2m 

図6 山下遺跡基本層序

第 2章検出遺構と出土遺物

山下遣跡では縄文時代後期• 平安時代• 平安時代以降の各時期、および時期不明の遺構が検出され

た。縄文時代後期の遺構は土坑と捨て場で、住居域は確認されなかった。平安時代の遺構は住居跡・

溝・土坑が検出された。平安時代以降の遺構は溝とカマド状遺構かと思われるものが検出された。時

期不明の遺構は土坑・配石がある。土坑 1基と小穴 1基をのぞいてすべてA区から検出された。

（中村哲也）

第 1節縄文時代の遺構
第8号土坑〔SK8〕（図 7、図版4-1・2、図版7)

［位置］皿T-164に位置する。 ［確認］ 第川層で黒褐色士の落ち込みを確認した。［平面形］やや不
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第 2幸 検出遺構と出土遺物

整な円形を呈する。［規模]lm82cmX lm49cmを計る。深さ27cm。［底面・壁］西壁はやや開き気味に

立ち上がる。［堆積土］黒褐色土の単層である。［出土遺物］確認面・堆積士中から士器片が出土した。

堆積土中でも比較的上位から出土したものが多い。 1は壺型土器の口縁部である。口縁部内外面とも

隆帯を施し、外面・上面・内面とも並行沈線を巡らせる。 2は壺型士器の橋状把手である。 3から 6

は壺型土器の頸部～胴部破片である。 3~5は半隆帯と沈線で曲線的な文様を描出する。 1~6は同一個

体の可能性が高い。 8は口縁直下に幅の狭い縄文帯を施して以下を無文とし、頸部に二条の並行沈線

を巡らせている。 9は三角形と弧線を組み合わせた曲線文様が施される。 10は半隆帯と沈線を用いて、

曲線的な文様を描き出している。いずれも十腰内 I式に比定される。石器は二次加工剥片 1点、剥片

6点が出土している。［時期］出土した遺物から、縄文時代後期前葉十腰内 I式期と考えられる。

（中村哲也）

廃棄ブロック 〔ST1~3〕（図 8~13、図版4-5~7)

［位置］グリッドライン118から東側に続く緩斜面に位置する。 ［形状・規模］斜面の中でも、急斜

面または窪地部分に遺物が集中し、ブロックとして 3カ所確認できた。廃棄ブロック 1は南から北方

向の急斜面に、ブロック2・3は窪地に堆積している。［遺物］士器・石器とも118ラインから121ライ

ンの間に分布する。ブッロク1では多量の土器が重なって出士し、ブロック3では窪地である IIIDライ

ンにまとまりがみられる。ブロック2では第4層から自然木が5点出士した。石器は廃棄ブロック3と廃

棄ブロック 2の南側に集中し、石鏃• 石錐・石匙・磨製石斧が各1点、石皿3点、敲磨器類10点、扁平

打製石器・半円状扁平打製石器各 1点、石核4点、二次加工剥片32点、剥片77点、使用痕を有する剥

片16点の計148点が出上した。主に谷の緩斜面に定形石器・礫石器が、窪地や底部付近に剥片類が分

布している。二次剥片では連続加工 (b. C類）と不連続加工 (d類）の比率が半々で、剥片では加

工を施していない (f類）大きさ 2~ 4 cmのものが 6 割を占める。石材は礫石器には石英安山岩 • 安

十ill G-118 
入）

・木一 5

・木ー4 三
木ー3

\*— 2 

木ー 1

゜
(S = 1/30) 

lm 

皿F-119

VI_ 22 70cm 

廃棄ブロック

栴l層 褐灰色土 (lOYRl/1) 浮石・炭化物・小石を含む。

第 2層 灰黄褐色土 (l0YR4/2) シルト質。 黒色土をレンズ状に含む。

槃3屈 黒褐灰色 (10YR3/2) 浮石中量、炭化物少量。

第 4層 黒色土 (10YR2/J) シルト質。浮石少蓋含む。自然木出土。

第5層 鈍い黄褐色土 (10YR5/3) 砂中葦。

第 6層 褐色土 (10YR4/4) 砂質。礫を少量含む。
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図8 廃棄ブロック断面図・自然木出土状況
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山下遺跡 ・上野尻遺跡
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図9 廃棄ブロック出土土器(1)
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ST 1 : 12-16 

ST 2 : 17 

13 

15 

(S ~ l/3) 

第 2章検出遺構と出土遺物
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図10 廃棄ブロック出土土器(2)
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山下遺跡 ・上野尻遺跡
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図11 廃棄ブロック出土土器(3)
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第 2章 検出遺構と出土遺物
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図12 廃棄ブロ ック出土土器(4)・土製品
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山下遺跡・上野尻遺跡

_,,_知-~
- 1---V~Ill..¥ ヽ ー t¥ll'cl ~ -, 

＜ご＞ こ
こ S ~1 /2 (2-3) S~2/3 Ci 

゜
5cm 

゜
5cm 

ロ
〗
ー4
ロー。ロ

□ 二 ,m00 -

~ 
図13 廃棄ブロック出土石器

-24-



第2章 検出遺構と 出土遣物

山岩を用い、石核・刺片類には珪質頁岩を使用している。［時期］縄文後期 (3500~4000年前）を主

体とする。 （杉野森淳子）

廃棄ブロック出士士器（図9~12、図版4-6)

廃棄ブロックから出土した士器は、浸水のため風化が激しく、その出土状態に関わらず復元でぎな

いものが多かった。

廃棄ブロック 1(図9・10、図版7・8)

1は波状口縁をなし、半隆帯と沈線で窓枠状の文様を描く。波頂部には粘士紐が巻き付けられいる。

2は口縁直下を無文とする。一条の頸部並行沈線を巡らし、胴部に曲線文を施す。 3~5は胴部に曲線

文を施している。8・9・11は同一個体の可能性がある。口縁を折返して無文とし、胴部にはヘラ状

工具による斜沈線を施している。11は波状縁として復元したが、口縁部のゆがみの可能性もある。7

は口縁を折り返して無文とし、無文帯下限に沈線を区切る。胴部には沈線による斜格子文を施す。13

はやや開き気味の胴部から、口縁部でやや内湾して立ち上がる。器面には口縁部直下からLR縄文を

縦位回転で施文する。14・16は13と同一個体の可能性がある。いずれも十腰内 I式に比定される。

廃棄ブロック 2(図10-17、図版8)

17は胴部破片で、外面にはRL縄文を横位回転で施文する。 縄文時代後期に比定される。

廃棄ブロック 3(図11・12、図版8・9)

18は口唇部を膨隆させ、胴部に沈線により曲線文を施している。並行沈線や窓枠状の文様による文

様帯の区分は無い。20・21・23・25~27は並行沈線や窓枠状の文様による文様帯区分を持ち、胴部に

は曲線文が施される。30は波状口縁に沿って 3条の並行沈線を施す。31は同一個体の可能性がある。

32は口縁下に 3条の並行沈線を施す。33は斜格子沈線を施す。34は単軸絡状体が施される。37は鐸型

土製品である。頂部には貰通孔が認められない。沈線による曲線文が施されている。廃棄ブロック3

から出上した土器はいずれも十腰内 I式に比定される。 （中村 哲也）

第2節平安時代の遺構

平安時代の遺構は、八幡宮西側より北西方向へとのびる微高地上にあたるA区に集中する。

第 1号住居跡〔SI 1〕（図14~17、図版4-8、5-12、9)

［位置] ill E ~ F-114~ 115グリッドに位置する。［重複］本住居跡堆積土中に第 1・2号カマド状

遺構が構築されており、本住居跡が古い。［平面形・規模］長軸5.6m、単軸4.9mの長方形である。

長辺にカマドが築かれている。床面積は23.9m2 をはかる 。 ［壁・床面］第W層• 第v層を床面とする 。

N・V層の堆積は水平ではなく、うねりがあるため、第w層を床面とする部分は比較的硬いが、第V

層は硬化の度合いは低く、床面全体の硬化部分の分布は不明である。北東隅には扇形に貼床が施され

ていた。［周溝］幅約10cm、深さ約20cmの周溝が全周する。［ピット］検出されたピットは 2個であ

る。溝の東・南隅に検出され、主柱穴と思われる。北西・北東隅にも本来ピットが存在したと思われ

るが、検出できなかった。［カマド］住居堀片の南東辺（長辺）に検出された。南隅よりに構築され

ている。粘土・焼土が平而的に広がり、その上に土器が集中する状態で検出された。住居廃絶時に意

図的に壊されたものと考えられる。平成8年度調査の試掘トレンチにより一部を失っており、煙道部

の形状は不明である。仮に煙道がlm前後の長さを持っていたとすれば、煙道に重なりうる部分に埋
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第 2草 検出遺構と出土遺物
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第3層褐 色 (10YR3/3)シルト 中砂含む。しまっている。

第4層炭化物層

第 5廣 暗褐色 (10YR3/3)シル ト 祖粒砂微景含む， しまっている。

第 6層黒褐色 (10YR3/2)シルト 租粒砂含む。 ~5 cm-20cmの礫含む。
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第10隊褐 色 (IOYR4/4)細粒砂

第11層黒 褐 (IOYR3/2)色ンルト枡ll粒砂多鑓含む。

第12層褐 色 (IOYR4/4)シルト粗粒砂多蓋含む，

F
 

メ

SD7 

GH 

第1屈 黒褐色土 (I OYR2/3) シルトプロ Jク (tl・-3cm) を令面に含む。

第 2渇 暗掲色土 (IOYR4/3) 焼土 ・シルト・砂・炭化物少呈。

I J 

第 1掲 黒褐色土 (IOYR2/3) 炭化物 (¢2~5mm)全体に含む。

第 2層 黒褐色土 (IOYR3/2) 炭化物 (t2~5mm) まばらに含むu シルトプロ Jク

全体に含む。小石 (t1 -3 mm) まばらに含む。

'I 
m G -115 

箱3陪 黒褐色土 (IOYR2/3)炭化物 (¢2~¢5mm)全体に含む。シルトプロック

小石 (¢ 1~3mm) まばらに含む。

第4思 暗褐色土 (I OYR3/3) 炭化物 (¢ 1~¢3mm)微量に含む。

第5培 黒褐色土 (IOYR2/2)炭化物 (¢2--¢5 mm)微量、シルトプロック含む上

部に鉄分層状に堆積。

G
-

!i 22.500m 土22.500m
S07 SDB 

贔
K L 22 500m 

゜
(S=l/60) 

2m 翫

B 22.600m 

鵬
E
 

F _ 22.500m 

SD8 

KL 

第 1層 黒褐色土 (10YH2/2)小石 (¢ 2-C 5 mm) を全体に含む。褐色土 (lOYR)

を少呈含む。粘性弱く、 しまり強い。

~-
図14 第 1号住居、第7・8号溝
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a. 確認状況

第1庖黒褐色 (IOYR3/2) シルト

箱2層褐色 (10YR4/6)

C
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焼土含む。

シルト 細流砂含む。

第 3屈黄褐色 (IOYR5/8) 粘土

第4屈暗褐 (10YR3/4) 色シルト

第5層褐色 (IOYR4/6) 粘土

焼土粒含む。

しまっている。

第6屈 にぷい (10YR4/4) 黄褐色シルト

第7層暗褐色 (IOYR3/3) シルト

焼土粒含む。

粘土・焼土範囲

第8層暗赤褐色 (5YR3/6)

第12屈暗赤褐色 (7.5YR3/2)

゜
シルト

第9層暗褐色 (IOYR3/4) シルト

第10廣褐色 (10YR4/6) 粘土

第14層黒褐色 (10YR2/3) シルト

(S =1/30) 
lm 

b. 完掘状況

焼土。

しまり弱い。

しまっている。

第11層赤褐色 (5YR4/8) 粘土細粒砂多最含む。焼土。

シルト しまっている。

第13層 1こぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘土

粗粒砂微益含む。

(S=l/3) 
20cm 

図15 第 1号住居跡カマド・出土遺物(1)
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________ } 
18 

(S =1/3) 

20cm 

図17 第 1号住居跡出土遺物(3)

設土器が設置されていた事になるが、詳細は不明である。堆積土はレンズ状の堆積を示しており、周

囲から中心部へと士砂が流れ込んだ可能性が高い。第 1層は締まりの悪いシルトである。第 7層中に

は黄褐色の粗砂混じりの粘士質火山灰士が、粒状に認められ、本住居跡の埋没過程でカマド状遺構が

構築された可能性の高いことを示している（第1・2号カマド状遺構 (SN1・2)の頁参照）。また、本住

居跡の検出面において、堆積土を大きく掘り返した痕跡は確認できず、作業等に必要な一定の面積を

確保するための掘り込みが存在したかどうか不明である。従って、本住居跡の堆積過程は住居の廃絶

→士砂の流入→窪地を利用したカマド状遺構の構築・使用→カマド状遺構の機能停止→士砂の流入・

埋没という過程をたどったものと考えられる。

［出土遺物］出土遺物の大半はカマドの廃絶時に廃棄されたものと考えられる。堆積土中や床面から

は小片が出土したに過ぎない。 1・3~7・8・10は非ロクロの土師器甕である。内面体部は横方向

のヘラナデ、口縁部はヨコナデ、外面体部は縦方向のヘラナデ、口縁部はヨコナデが施される。頸部

に横方向のヘラナデが施される場合がある (4・6)。底部は直上を横方向に再調整する例がある。

14は近世の陶磁器と思われる。 15は青磁皿片である。年代的には15から16世紀とみられる。 14・15は、

本住居跡の堆積土中にカマド状遺構 (SNl)が構築されており、これの構築時ないしはそれ以後に流

れ込んだ可能性が高い。石器類は磨製石斧• 石刀・敲磨器・ニ次加工剥片各 l点、石皿2点、剥片3

点が出土している。［外周溝］住居掘方の北東辺～北西辺にかけて外周溝 (SD7・8)が検出された。

詳細は第 7・8号溝の項を参照されたい。［時期］出土遣物の特徴から見て、 9恨紀代と考えられる。

（中村哲也）

第2号住居跡 〔SI 2〕（図18~20、図版5-4・5、10)

［位置]IIIJ-111、IIII・J・K -112グリッドに位置する。 ［平面形・規模］南壁4.8m、北壁5m、

東壁3.7m、西壁3.8mの東西方向に広がる長方形をなす。床面積は16.1面である。主軸はN-11'―

Wである。［壁・床面］壁高は南壁高15cm、北壁高10cm、東壁高10cm、西壁高15cmである。床面

はほぽ平らである。住居北側は礫層を、南側は礫混じりの暗褐色土を床面としている。［周溝］幅20

~30cm、深さ 5~20cmの周溝が北側の一部を除いてほぼ一巡する。 ［ピット］カマドの東側に直径

15cm、深さ15cmの小ピットが1つ検出された。用途は不明である。 ［カマド］住居南壁の西寄りに
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第 1号掘立柱建物跡ピッ ト覆土

ピット 1 黒褐色土 (IOYR2/2) 

シルト質。浮石少量。

ピソト 2 黒褐色土 (10YR2/2) 

シルト少量、粗砂少量。

ピット 3 黒褐色士 (IOYR2/2) 

炭少量、浮石少量。

ピット 4 黒褐色土 (IOYR2/2) 

砂質。浮石少量、炭微量。

ピッ ト5 黒褐色土 (10YR2/2) 

シルト質。

ピット 6 黒褐色土 (IOYR2/2) 

シル ト質。炭少蓋。
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第2号住居跡覆士

第 1層 黒褐色土

第2a層黒褐色土
第2b層褐色土
第2C層黒褐色土
第 2d層黒褐色土

第 3層 黒褐色土

第 4層 黒褐色土

第 5層 黒褐色土

第6層 黒褐色土

第 7層 黒褐色土

(7.5YR2/1)炭化物・焼土 ・砂少是、橙色粒子微景、

しまりあり。

(7.5YR2/2)橙色粒子少量、やや粘土質。

(10YR4/4) 粘土質、しまりややあり。

(10YR2/2) 橙色粒子微最、しまりあり。やや粘土質。

(10YR2/3) 橙色粒子微量。

(10YR3/1) 橙色粒子徴最、やや粘土質。

(10YR3/l) 橙色粒子微量。

(10YR2/2) 橙色粒子微量。

(10YR2/2) 砂利少呈。

(10YR2/2) 砂利少量、しまりややあり。

SB1東西エレベーショ ン

!cc 22.300m 
p I 

轟
C 22.300m 

p 4 p 5 

渥

゜
S = 1/60 

2m 

図18 第2号住居跡、第 1号掘立柱建物跡
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第 2号住居跡カマド

第 1層 黄褐色土 (IOYR5/6) 粘土、浮石中量。しまりあり。

第2屈 赤褐色土 (5 YR4/4) 焼土、炭中星。しまりあり 。

築3層褐色土 (7.5YR4/4)シルト質。

第4層褐色土 (7.5YR4/3)シルト質。粗砂粒・ 焼土少量。

第5層 暗褐色土 (IOYR3/4) 砂質。焼土微量、粘性あり。

第6層褐色土 (IOYR4/4)細砂粒微量。しまりあり、 粘性やや

あり。

第 7層 黄褐色土 (IOYR5/8)粘土主体。しまりあり 。
第8層 黒色土 (IOYR3/2) 炭化物中量、焼土 ・浮石 ・粘土少嚢。

第 9層 赤褐色土 (5 YR4/8) 焼土・シルトをレンズ状に含む。し

まり弱い。

第10層 暗褐色土 (7.5YR3/3)砂質。黒色土・炭 ・焼土少量。しま

りなし。

第11層 暗褐色土 (IOYR3/4) 砂微量。粘性あ り、しま りややあり。

第12陪 黒褐色土 (IOYR2/2) しまりややあり。

築13層 褐色土 (IOYR4/4) 粘性あ り、しまりややあり 。

E 22.200m F 

゜
(S=l/30) 

lm 

゜
(S =1/3) 

10cm 

図19 第 2号住居跡カマド、出土遺物(1)
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図20 第2号住居跡出土遺物(2)

位置する。主軸は住居と同一である。かまどは廃絶時に壊されたもので、袖が一部残るのみである。

袖に使用したと思われる礫が2点出土している。袖は粘土を付き固めたものの上に礫を乗せた作りで

ある。煙道部は、住居跡上部が削平されているため構造は明確ではないが、煙道底部の形状から地下

式の可能性が高い。 ［堆積士］全体に橙色粒子や浮石が混じる砂質土である。 ［出土遺物]1 ~6・8・ 

9は非ロクロ土師器甕である。口縁部は外面をヨコナデ後、体部から頸部までヘラナデしたものが多

い。内面は体部～頸部まで横方向のヘラナデを施している。底部は体部の調整後、横方向の再調整を

施しているものがある (9)。10~12は須恵器甕の胴部下半～底部である。外面ケズリ、内面ナデが施

される。色調は内外面・器肉とも灰色を呈し、胎土には粗粒の石英と凝灰岩質かと思われる軟質の白

色粒子を含んでいる。石器は二次加工剥片、スリ石、石皿が各1点出土している。 （杉野森 淳子）
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第 1号掘立柱建物跡〔SBl〕（図18)

［位置] III I・J -112グリ ッドに位置する。［規模・ 柱穴］東西 2間、南北 1間の建物跡である。南

北柱列の中間に柱穴は確認されなかった。規模は北側柱列3.4m、東側柱列4.15m、南側柱列3.4m、

西側柱列 4mの南北方向にのびる長方形である。柱穴寸法は北側柱列と南側柱列とも西から1.65m、

1.75mである。主軸はN-10°-Wと第 2号住居跡と一致する。 ［堆積士］シルト 質の黒褐色士が主

体である。ピット 3・6は炭化物を少量含む。［時期］第 2号住居跡に伴う可能性が高いので、平安

時代と思われる。 （杉野森 淳子）

第 3号住居跡 〔SI 3〕（図21、図版5-6、7)

［位置] IIIC-113グリッドに位置する。［平面形・規模]2.9m X3.15mのほぼ正方形である。床面積

は7.5吋で、本遺跡で検出された住居跡の中ではもっとも小さい。［壁・ 床面］検出面が低く、壁は数

cmしか残存していない。床面は軟弱である。［周溝］幅5~10cm、深さ約4~6cmの周溝が検出された。

南西辺には認められない。［ピット］床面上に長径lm25cm、短径70cm、深さ10cmのピットが検出され

た。用途は不明である。柱穴と思われるものは検出されなかった。住居掘方外にも柱穴は検出されな

かった。［カマド］検出されなかった。南東隅付近に粘土を含む士が堆積しており、これを掘り下げ

たところ、炭化物が検出され、また、掘り込みも検出されたことから、南東隅付近にカマドがあった

と考えられる。煙道は検出されなかった。［堆積士] 1層である。［出士遺物]2は非ロクロの土師器

甕である。石器類は二次加工剥片 1点、磨り石 1点が出土している。［時期］出土遣物から見て 9世

紀代と考えられる。 （中村 哲也）

第 4号住居跡 〔SI 4〕（ 図22~25、図版3 、 5 - 7•8 、 10)

［位置]III E・F -109~ 111、IIID-110・111グリッドに位置する。［平面形・規模］南壁6.44m、東

壁7.70m、北壁残存長4.8mの南北方向に伸びる長方形である。推定床面積は44.8吋である。主軸方向

はN-36°-Wである。［壁・床面］砂混じりの暗褐色士を床面としている。南東に比べ北西側がや

や高い。［周溝］幅約20cmの溝が巡る。溝の北角にぱ深さ26cm、東角にぱ深さ30cmの柱穴と思われ

るピットが伴う。［士坑］床面から 3つ確認された。ピット 1・ピット 3は底面に多量、ピット 2は

覆士中に少羅の炭化物を含む。 ［カマド］南東壁の南寄りに位置する。粘土や焼土・炭化物が混在し

た褐色土・暗褐色土が検出された。かまどの遺存状態は悪く、住居廃絶時に壊されたものと思われる。

芯材として使用されたと思われる羽口が覆土中から、周辺からは礫が出土している。燃焼部と思われ

る位置に直径 lm弱、深さ10cmの浅い掘り込みが残り、焼土を含んでいる。削平により煙出し部は

不明である。 ［堆積土］シルト質の暗褐色土が主体である。床面中央から東側には炭化物が広がる。

さらに、床面東側隅には黄褐色土の粘土が堆積している。［出土遺物]1・2・4~7・9・12は非ロクロ

の甕。外面は体部下半にヘラケズリを施し (6・9・11)、あるいはヘラナデを施す (1)。体部上半は

ヘラナデを施す (1・2・4~7)。頸部に横方向のナデを施すもの (7)、あるいは頸部を強く押さえる

もの (6) もある。底部は横方向の再調整を施すもの (11)がある。石器類は全面に擦痕がみられる

円盤状石製品(19). 加工礫各 1 点、剥片• 石皿類2点が出士している。［時期］出土遺物から平安時

代の焼失住居跡と考えられる。 （杉野森 淳子）

第 7号溝 〔SD7〕（図14、図版3・10)

［位置] IIIG-115・116、IIIF-116グリッドに位置する。第 1号住居跡の東側に位置する外周溝である。
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細流砂多量含む。

第 3層 鈍い黄掲色 (7.5YR4/3)粘土

第 1居黄褐色 (IOYR5/6) 粘土

第 2層赤褐色 (25YR4/6) 粘土

第 3屈黒褐色 (IOYR2/3) シルト 炭多量含む。

第 4屏暗褐色 (IOYR3/3) シルト

舘5層褐色 (IOYR4/4) 粘土

第 6層 暗褐色 (IOYR3/4) シルト ¢3 mmの炭化物粒含む。

第 7層 1こぶい黄褐色 (IOYR4/3) シルト
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図21 第 3号住居跡
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第2章 検出遺構と出土遺物

東西セクション
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第 4号住居跡覆土

第 1層褐色土 (IOYR5/4) 粗砂粒 ・浮石中量含む。

第 2層 暗褐色土 (IOYR3/3) 浮石・炭化物・粘土 ・小石をまばらに含む。

第 3層 黒褐色土 (!OYR2/3) 浮石 ・小石少醤含む。

第4層 暗褐色土 (IOYR3/3) 浮石・小石少星含む。

第5層 暗褐色土 (!OYR3/4) (床溝覆土）

第 4号住居粘土ブロック

第1陪 黄褐色土 (IOYR5/6) 粘土多罷。

第 2層 暗褐色土 (IOYR3/3) ローム粒 ・粘土中呈。

第 4号住居跡ピット 1

第 1層 暗褐色土 (10YR3/3) 炭化物少是。

第2層炭化物層

第 4号住居跡ピット 2

第 1居 患褐色土 (10YR2/2) 浮石・炭化物少

塁。

第4号住居跡ピット 3

第 1層 暗褐色土 (10YR3/3) 砂・礫少量。

第2思 炭化物培。
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第 4号住居跡カマド

第 1屈 褐色土 (10YR4/4) 粘土中呈。砂少量。層状の焼土・ 炭化物を部分的に含む。

第 2層 褐色土 (IOYR4/4) 焼土・粘土少量。炭化物微量

第 3層赤褐色土 (5YR4/8) 焼土

第 4隠 暗褐色土 (7.5YR3/3)粘土・ 浮石微最。しまりややあり。

第5層 暗褐色土 (IOYR3/4) 粘土多量。炭中量。浮石少量。

第6屈褐色 土 (!OYR4/4) 粘土多蓋。

図23 第4号住居跡(2)
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第2章検出遺構と出土遺物

［重複］第8号溝東側と重複し、第8号溝を掘り込んでいる。［形状・規模］長さ8.5m、幅1.1~1.8

m、深さ20~60cmである。北側から南側に向かって深く掘り込まれ、溝北側から中央部までは深さ2

4cm、南側では54cmと深くなる。底面はほぽ平坦で、底面幅も北側から中央部までは30cm、南側で

は45cmまで広がる。［堆積土］北側の浅い部分で 2層、南側の深い部分で5層に分層される。南側上

面には火山灰をブロック状に少量含む。自然堆積と思われる。［出士遺物］羽口は本遺構と第12号溝

から出土したものが接合した（図25-2、図27)。本遺構出士部分は出土層位を押さえていないため、

第12号溝と本遺構の時間的関係は不明である。石器は凹み石 1点、磨り石3点、加工礫 1点、 二次加

工剥片 1点、剥片 6点が出土している。［時期］平安時代の遺構である。

第8号溝〔SD8〕（図14・25、図版3)

（杉野森 淳子）

［位置］ IDF-113・114・116、IIIG-113・114・115・116グリッドに位置する。第 1号住居跡の北側と

東側に巡る外周溝である。［重複］第7号溝と重複し、第7号溝に切られている。［形状・規模］長さ

16.2m、幅70~130cm、深さ10~30cmの浅い溝である。［堆積土］小石混じりの黒褐色士で、 自然堆

積と思われる。［出土遺物］磨り石 1点、剥片2点、釘と思われる鉄製品が出上している。［時期］平

淳子）安時代の溝である。 （杉野森

cJ 
。

l
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図25 第7・8号溝出土遺物
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山下遺跡・上野尻遺跡

第9号溝〔SD9〕（図26)

［位置］皿H・I-114グリッドに位置する。［形状・規模］長さ4.8m、幅1.lm、深さ50~67cmであ

る。底面は長さ1.8m、幅50cmと狭く、底面から北側はなだらかに立ち上がる。［堆積土] 4層に分

層される。全体的に黒色で、砂質土である。自然堆積と思われる。［出上遺物］剥片 4点、磨り石 1

点が出士している。［時期］平安時代の溝と思われる。 （杉野森 淳子）

第10号溝〔SDlO〕（図22・28、図版3-1)

［位置]III E・F-112グリッド、第4号住居跡 (SI4)の東、第11号溝の南に位置する。［重複］第

11・12号溝と一部作り替え・重複が認められる（詳細は第11号溝参照）。［平而形・規模］長さ4.3m、

幅1.5m、深さ30cmを計る。［堆積土]3層に細分された。いずれも黒褐色～暗褐色のシルトである。

［出土遺物］羽口片が出土した。石器は剥片が5点出士している。［時期］検出された位置、第11・12

号溝との関係から第4号住居跡の外周溝と考えられ、 9槻紀代と思われる。 （中村 哲也）

第11号溝〔SDll〕（図22・28、図版3-1)

［位置]III F・G-112グリッド、第4号住居跡 (SI4)の南東に位置する。［重複］第10・12号溝と

一部作り替え・重複が認められ、新旧 3段階の変遷がある。新段階以外は第12号溝の記載後に改めて

述べることにする。［平面形・規模］新段階は長さ3.3m、幅1.2m、深さ40cmである。［堆積土］新段

階は3層に分層された。いずれも黒褐色～暗褐色のシルトである。［出土遺物］遺物は出士しなかった。

［時期］検出された位置から見て第4号住居跡の外尉溝と考えられ、 9世紀代と思われる。

（中村哲也）

第12号溝〔SD12〕（図22・27・28、図版3-1、6-1~3) 

［位置]III C ~ I -108~ 113グリッド、第4号住居跡の北東辺～北西辺～南西辺に位置する。［重複］

第14号溝・第15号溝と重複し、本遺構が新しい。また第10・12号溝と一部作り替え・重複が認められ

る。［平面形・規模］総延長31.6m、平面形はU字形を呈する。深さは最深部で約60cmである。北東

辺～北西辺～南西辺へと深くなる。［堆積土］黒色シルトを主休とする。砂を主体とする層は認めら

れず増水などの理由で一度期に埋没したものではない。また、シルトも極めて粒子の細かいもので、

自然堆積の様相を呈する。［出土遺物］土師器・木製品等が出土した。士師器は図29-6の小壺よう

に非実用的なものも出土したが、ほとんどが破片で、祭祀的な要素を抽出するのは困難である。南西

端を中心に木製品が13点出土した。木材の長軸に対して横方向からの削り加工が主体で、さらに先端

部を削ったものもある。明確な用途は不明であるが、建築または組立用の部材と考えられる。中には

外面が焼け焦げたものもある。木製品は堆積土下位から出上しており、廃棄されたものと考えられる。

図30ー 1・31-3は流れ込みの可能性もある。石器は石匙・磨製石斧・石核各 1点、敲磨器類4点、剥

片5点が出土している。［時期］検出された位置から考えて、第4号住居跡の外周溝と考えられ、 9 

世紀代である。出土遺物もこれと矛盾しない。 （中村 哲也）

第10・11・12号溝の関係について（図28b)

第10・11・12号溝は作り替えが行われており、土層断面の検討により 3段階の変遷が把握される。

第 1段階 第10・12号溝が一つの溝として機能していた段階（図28b平面図赤実線）。第11号

溝は構築されていない。
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第 1層 黒褐色土 (IOYR2/3) 小石(2-5mm)全体に含む。

橙色粒子少費含む。

第 2層 黒褐色土 (IOYR2/2) 小石(2-5mm)全体に含む。

第1層 黒褐色土 (IOYR2/3) 小石(1-3mm)まばらに含む。

シルトプロック含む。

第 4層 黒褐色土 (IOYR2/3) 粘土プロック・砂全体に含む。

第13号溝

第 1屈 黒褐色土 (!OYR2/2) シルト・炭化物少最。

浮石 ・礫全体に含む。

第 2層暗褐色土 (!OYR3/3) 砂質。

第14号溝

第 1層 黒褐色土 (!OYR3/l) 浮石混入、やや砂質。
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図26 第9・13・14・15号溝及び出土遺物

-47-



山下遺跡・上野尻遺跡
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図27 第12号溝遺物分布図

第2段階 第10・12号溝が一部埋め戻され分離する（図28b平面図黒実線）。第11号溝が築か

れる（西側は赤破線まで）。

第3段階 第10・12号溝は分離したままである。第11号溝は一部が埋め戻される （図28b平面

図黒実線。セクションは4・5層上面ラインが底面となる。）。

以上のような関係は、それぞれを個別の遺構として調査した後、第11号溝底面に一部黒色シルト（土

層断面図第5層）を検出したため遺構本来の掘方が埋め戻されたものと判断した。 10・12号溝の作り

替えを示す土層断面固は作図していないが、第11号溝と同様のあり方を示していた。そのため作り替

えと判断したものである。最終的に第10・11・12号溝が三者で第4号住居跡の外周溝として機能して

いたと考えられる。 （中村哲也）

-48-



第2章検出遺構と出土遺物

~22 400m 

量
SD 10 

A
 

B 22400m C 

贔
D 21.800m 

'•~ 

E
-

S D10 
F 21.800m 

SD↑2 

第1層黒褐色 (75Y R3/2)シルト
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第 3駁暗褐色 (1DYR2/3)シルト 小礫、細流砂含む。

SD 12 

AB 

第 1陪 暗褐色 (7.5YR3/4)シルト 炭化物含む。浮石少塁。

第2層黒褐色 (IOYR2/l)シルト 浮石、砂少呈。

第3層 暗褐色 (10YH3/3)シルト 祖粒砂含む。

CD 

第 1磨灰黄褐色 (IOYR4/2)シルト 粗粒砂含む。 t2~5mm

の浮石含む。

第2層黒褐色 (IOYR3/2)シルト 祖粒砂含む。

第3屡灰黄褐色 (IOYR4/2)シルト 祖粒砂含む。

坑4層黒褐色 (10YR2/2)シルト 粗粒砂含む。

第5層黒褐色 (10YR2/2)灰色 (7.5Y4/1)シルト 斑状に

含む。
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第6層黒褐色 (2.5YR3/1)シルト

第7階灰色 (75YR4/1)シルト

EF 

第 1洒褐灰色 (!OYR4/2)粘土祖粒砂、 f5 mmの礫含む。

第2層灰黄褐色 (IOYR4/2)粘土

第3層褐灰色 (IOYR4/1)粘土

第4屡灰黄褐色 (JOY且5/2)粘土 荒粒砂含む。

第5層黒色 (IOYR2/1)シルト 有機質多罷。

第6層 褐灰色 (JOYH4/1)粘土 f 3 mmの小礫含む。
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第1層褐色 (IOYR4/4)シルト 炭化物少呈。

第2層 黒色 (IOYR2/1)シルトと褐色 (IOYH4/6)シルトの

互層

第3層 黒褐色 (IOYR3/2)シルト 浮石、礫含む。橙色粒子少量。

第4層 暗褐色 (10YR3/4)シルト 粗粒砂多量、炭化物微量含む。

第5層黒褐色 (IOYR2/3) シルト 浮石少量。

SD 12 

第 1層 里褐色 (IOYR3/2)シルト 粗粒砂多塁、炭化物微蓋含む。

築2層黒褐色 (IOYR2/3)シルト 焼土少量。

b. 第10・11・12号溝変遷図
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図28 第10・11・12号溝
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山下遺跡・上野尻遺跡

第13号溝〔SD13〕（図26)

［位置］皿 I・J-111グリッドに位置する。第 2号住居跡西側に平行して位置する。［形状・規模］

長さ約3.8m、幅70~160cm、深さ20~40cmである。南側に向かい幅が広く、南側の底面形状はほぽ

円形である。［堆積士] 2層に分層される。自然堆積と思われる。［出士遺物］壺の口縁部～頸部が1

点、 二次加工剥片b類が出士している。［時期］平安時代のものと思われる。

（杉野森淳子）

第14号溝〔SD14〕（図26)

［位置]III G-110グリッドに位置する。［重複］第12号溝と重複し、第12号溝より古い。 ［形状・規

模］幅80~110cm、深さ50cm前後、残存長2.3mの溝である。［堆積土] 2層に分層される。自然堆

積である。［時期］第4号住居跡に伴う外固溝（第12号溝）に切られていることから、平安時代9世紀

代の溝である。 （杉野森淳子）

第15号溝〔SD15〕（図26)

［位置]III F-108で検出された。［重複］第12号溝跡と重複し、本遺構が古い。［平面形・規模］極

めて浅く、 5cm内外である。［堆積土］暗褐色シルトの単一層である。断面図は作図していない。［出

士遺物］遺物は出土しなかった。［時期］第12号溝より古い。規模や検出位置からは平安時代のもの

と考えられる。 （中村哲也）

第3号カマド状遺構〔SN3〕（図32、図版32)

［位置・確認]III D -116・117グリッドに位置する。第W層上面で確認したため、かまどの掘り込み

を確認することができなかった。［形状・規模]1.3mX0.7mの範囲に粘士が広がる。［堆積土］焼士・

炭・粘士がまばらに入ることから、使用後、壊したものと思われる。［出士遺物］焼士・粘土中から

士師器が出土した。 1は非ロクロ、 2はロクロの甕である。［時期］第 1・2号カマド遺構のように掘

り込みがないことと、カマドの廃棄状態から住居のカマドの可能性が高い。さらに、出土遺物からも

平安時代の住居跡のカマドと思われる。 （杉野森 淳子）

第1号埋設土器〔SRl〕（図33、図版12)

［位置・確認]III E -115グリッドに位置し、第III層上面で確認した。［形状・規模］掘方は長軸30cm、

短軸20cmの楕円形で、第w層を掘り込んでいる。［堆積上］掘方覆上は炭化物混じりの黒褐色土であ

る。土師器内堆積土は暗褐色でローム粒・炭化物が含まれている。［土器］埋設された土器はロクロ

整形の広口壺で、胴部中位から下位に向かってケズリを施し、その後胴部中位に横方向のケズリを施

している。底部は回転糸切りで、体部下端のケズリによって、多角形をなしている。胴部上位には

「口」 がヘラ状のエ具により刻まれている。刻書の大きさは約2.5X3.7cm、エ具先端の幅約 1mmであ

る。
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図30 第12号溝出土遺物(2)
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(S=l/4) [ 10-13] 
O 10cm 

図31 第12号溝出土遺物(3)
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+IIIE-117 + mE-117 

入） 第3号カマド遺構

第 1層 鈍い黄褐色土 (!OYR5/4) 粘土主体、しまりあり。

第 2層 黒褐色土 (IOYR2/3) 炭化物 ・焼土・粘土少量。

第 3層 鈍い黄褐色土 (IOYR5/4) 粘土主体、 暗褐色土少巌。

第 4層 鈍い黄褐色土 (IOYR5/4) 粘土中最、黒褐色土少呈。

第 5層 鈍い赤褐色土 (5 YR4/4) 焼土中呈。

第 6層黒色土 (IOYR2/1) 炭化物多量。

第 7層 暗褐色土 (10YR3/4) 焼土ブロソク・炭化物中呈。
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図32 第3号カマド遺構
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霞主R

゜
(S ~l/3 ) 

10cm 
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~ 
掘り方

第 1殴 黒褐色土 (10YR2/3)浮石 ・炭化物少量含む。

しまり・粘性やや有り。（掘方覆土）

゜
(S~l/20) 

lm 

＋ 
ill E -116 

図33 第 1号埋設土器

第3節 中世以降の遺構

第 1・2号カマド状遺構〔SNl・2〕（図34、図版6-6)

［位置]III E・F-114・115グリッド、平面的には第 1号住居跡の掘り方内に位置する。［確認］第

1号住居跡精査中に、黄褐色粘土質火山灰土の塊を確認し、面的にこれを追ったところ、砂を多量に

含んだシルトと、この上にカマド状遺構を確認した。また、第1号住居跡堆積士7層中に黄褐色粘土ブ

ロックが含まれており、住居堆積土が堆積中に本遣構が築かれ、廃絶されたものと判断された。［形

状等］相当部分を平成8年度の試掘調査により破壊されていたため、カマド壁体の下部のみが残され

ていた。下部構造としての掘り込みは認められず、残された壁体の下部のみが被熱により赤化してい

た。火床面は認められなかった。西側に認められる壁体（セクションA-A'を中心とする）一対を

第1号とし、さらに南西方に壁体と同様の粘土が見られたことからこれを第2号としたが、赤化部分が

認められず、壁体の一部が散乱したものとも解釈できる。本来1基の遺構であった可能性が高い。［時

期］平安時代の住居跡埋没過程に築かれており、平安時代以降である。また、屋外にカマド状遺構が

一般的に築かれるのは館跡にしばしば見られる現象であり、本遺構も中世ないしはそれ以降の遺構と

して把握される可能性が考えられる。 （中村 哲也）

第 1号溝〔SDl〕（図35)
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［位置]IIIE~H-111~117グリッドで検出された。［重複］第5・8・9号溝と重複し、本遺構が新し

い。［形状・規模］総延長32m、幅最大20cm、深さ約20cmで、断面形はほぽ箱形である。底面の高さ

は、 22.2mを数cm前後する高さで傾きは認められない。主軸方位はN-58°-Eである。［堆積士］

1 ~ 2層に分層される。堆積士は黒褐色シルトが主体である。［出士遺物］遺物は出土しなかった。

［時期］平安時代の溝と重複し、これより新しいことから中世ないしはそれ以降の溝である可能性が

高い。 （中村 哲也）

,A 

-f. 
III F -115 

8年度

試掘トレンチ

8年度

試掘トレンチ

第 1層黒褐色 (10YR3/2) 粘質シルト 炭化物 ・焼土

粒含む。

節 2層黒褐色 (10YR2/2) 粘質シルト 焼土粒含む。

第 3層 暗褐色 (!OYR3/3) 粘質シルト

第 4層黒褐色 (IOYR2/3) 粘質シルト

第 5層黒褐色 (10YR2/3) 粘質シルト 焼土粒微量含

む。

第 6層黒褐色 (IOYR2/2) 粘質シルト

第 7層 黒褐色 (IOYR3/2) シルト カマド壁体の粘土

粒、炭化物含む。

第 8層黒褐色 (10YR3/2) シル ト カマド壁体の粘土

粒、炭化物含む。

第 9 層 1こぶい黄褐色 (IOYR4/3) シルト

カマド壁体 黄褐色粘土 (10YR5/8) 粘土 柑粒砂含む。

下部が被熱して赤変してい

る。

盛 土暗褐色 (IOYR3/4) シルト細流砂多最含む。

粘土 冒璽|盛土
A
- 旦22400m (;_ 

~ 

゜

゜
(S=l/30) 

D 

22.400m 

lm 

(S =1/3) 
20cm 

図34 第 1・2号カマド状遺構
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第2号溝〔SD2〕（図35)

［位置] IlIA~EllIー 117~119で検出された。［形状・規模］総延長16.9m、幅約30cm、深さ約15cm

を計る。断面形は若干丸みを帯びる。底面の高さは22.3mを数cm前後する程度で、傾ぎは認められな

い。主軸方位はN-35° -Wである。［堆積土] 1 ~ 2層に分層される。堆積上は黒褐色シルトが主

体である。［出土遺物］本遺構に伴うと考えられる遺物は出士しなかった。［時期］第 1号溝と主軸が

同一方向であり、同時期と考えられる。 （中村 哲也）

第3号溝〔SD3〕（図36)

［位置]IlIB~E-114~118グリッドで検出された。［形状・規模］総延長14.5m、幅約20cm、深さ

約20cmである 。 底面の高さは22.3m を数cm前後する程度で傾きは認められない。 主軸方位はN—35° ― 

Wで、第 2号溝にほほ直交する。［堆積上]1 ~2層に分層される。黒褐色シルトが主体である。［時期］

位置、形状から第 1号溝と同時代と考えられる。 （中村 哲也）

第4号溝〔SD4〕（図36)

［位置]IlIG~H-110~114グリッドで検出された。［重複]5号溝と重複し、本遺構が新しい。［形

状・規模］総延長9m、幅約30cm、深さ約20cmを計る。底面高は東端が22.15m、西端が22.00m程度

で、西に傾いている。主軸方位はN-84°-Eである。［堆積士］暗褐色シルトである。［時期］形状

や検出位置から第 1号溝と同時代と考えられる。 （中村 哲也）

第5号溝〔SD5〕（図36)

［位置] IlIH-110~114グリッドで検出された。［重複］第1・4号溝と重複する。第1溝より本遣構が

古い。第4号溝との関係は不明である。［形状・規模］総延長17.Sm、幅20cm、深さ10cmを計る。底

面高は西端付近がおよそ21.65m、東端付近がおよそ22.lmを計り、西側ほど低くなる。主軸方位は

N-70°-Eで屈曲してN-40°-Wとなる。［堆積土］黒褐色シルトである。［時期] 1号溝より古

く、第9号士坑より新しいが、形状から考えて、第1号溝と同時代と考えられる。 （中村 哲也）

第6号溝 〔SD6〕（図37)

［位置]IlI C ~ I -109~ 114グリッドで検出された。［重複］第4号溝と重複し、本遣構が古い。［形

状・規模］総延長30m、幅約20cm、深さ約25cmを計る。底面高は北西端が21.6m、阻曲点が21.7m、

南東端が22.lmを計り、南東～北西へ向けて傾斜している。主軸方位はN-35°-W、屈曲してN-

56°-Eである。［堆積士]1 ~2層に分層され、黒褐色シルトが主体である。〔出士遺物〕本遺構に伴

うと考えられる遺物は出士しなかった。［時期］形状・ 位置から考えて第1号溝と同時代と考えられる。

（中村哲也）

付記

中枇ないしそれ以降と考えられる溝については、重複関係が認められた。しかし、遣構配置を検討

した限り、その重複関係の捉え方に疑問が残される部分があった。それは第4号溝と第 5号溝の関係

である。直接の調壺者は第4号溝西端部分を第5号溝より新しい、第4号溝の一部としてとらえてい

るが、遺構配置から見る限り、第5号溝としてとらえる方が妥当であるように見える。報告者も現場

担当の一人として発掘調壺に当たったのであり、こうした疑問を抱くこと自体本来あってはならない

のだが、切り合いを示す図面・ 写真もなく、疑問を捨てきれなかった。そこで、第4・5号溝について

はその関係を不明として報告した次第である。 （中村 哲也）
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図37 第 6 号溝

第4節時期不明の遺構
第 1号土坑 〔SK1〕（医38、図版7-1)

［位置]ill G -113グリッドに位置する。［平而形 ・規模］長軸1.6m、短軸 lmの楕円形である。深

さは55cm前後である。 ［堆積土］浮石混じりの砂質土で、 5層に分層される。自然堆積と思われる。

［壁 ・底面］底面は不整形で、平坦部が少ない。壁は外傾し立ち上がるが、部分的に内傾する摺り鉢

状である。［時期］ 形状から縄文時代以降の土坑と考えられる。 （杉野森 淳子）

第2号土坑 〔SK8〕（図38)

［位置]ill I -113グリッドに位置する。［平面形・規模］ 直径90cm、深さ15cmの浅い円形の土坑

である。［堆積土］炭化物が混じった砂質黒色土である。自然堆積である。［壁 ・底面］底面に平坦な

部分は少ない。壁は緩やかに外傾するが、一部はほぽ垂直に立ち上がる。［時期］平安時代以降の土

坑と思われる。 （杉野森淳子）

第3号土坑 〔SK3〕（図38)

［位置]ill E-116グリッ ドに位置する。［平面形 ・規模］直径 lmのほぽ円形の土坑である。深さは
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約20cmである。［堆積土] 2層に分層され、底面全体に厚さ 5cm程の炭化物が堆積している。自然

堆積である。［壁・底面］底面はほぼ平坦で、壁は外傾しながら立ち上がる。［出土遺物］チャート製

剥片が1点出土している。［時期］平安時代以降の土坑と思われる。 （杉野森 淳子）

第4号土坑〔 SK4〕（図38)

［位置]III D・E -112グリッドに位置する。［平面形・規模］長軸2.5m、短軸1.4mの楕円形である。

深さ20cmの浅い皿状の上坑である。［堆積上] 2層に分層されるシルト質土である。自然堆積と思わ

れる。［壁・底面］底面は平坦部が少なく、壁はなだらかに外傾しながら立ち上がる。［時期］平安時

代以降の上坑と思われる。 （杉野森 淳子）

第6号土坑〔 SK6〕（図39)

［位置]N G-167グリッドに位置する。［平面形・規模］径4.42mX4.28mのほぽ円形を呈する。深

さ約37cmである。［堆積土]6層に分層された。砂が堆積していた。［壁・底面］底面には不整な盛り

上がりが認められたが、地山に礫を多量に含むため、掘削し得なかったものと考えられる。

（中村哲也）

第9号土坑 〔SK9〕（図38)

［位置]IIIH-110グリッドに位置する。［重複］第 5・6号溝と重複し、溝より古い。［平面形・規

模］溝に切られているため、全体の形状は不明である。直径約 lm、深さ20~40cmの円形士坑であ

る。［堆積土] 2層に分層される。浮石混じりのシルト質上である。自然堆積である。［壁・底面］底

面はほぼ平坦で、底部に直径40cmほどの浅い凹みがみられる。壁は外傾しながら立ち上がる。［時期］

中世以降の溝に切られていることから、中世以前の上坑である。 （杉野森 淳子）

第10号土坑〔 SKlO〕（図38、図版7-2)

［位置］皿A-121グリッドに位置する。［平面形・規模］長軸2.2m、短軸 lmの長楕円形の土坑で

ある。深さは10~15cmである。［堆積土］自然堆積と思われる黒褐色の砂質士が堆積している。［壁・

底面］底面は平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。［出土遺物］剥片が3点出土している。［時

期］時期不明の上坑である。 （杉野森 淳子）

第11号土坑〔 SKll〕（図39、図版7-3)

［位置]III F・G -110グリッドに位置し、第14号溝と隣接する。［平面形・規模］長軸推定1.8m、

短軸1.6mの楕円形である。深さは40cm前後である。［堆積士] 2層に分層される。自然堆積と思わ

れる。［壁・底面］底面は平坦部が狭く、壁はなだらかに立ち上がる。［時期］不明である。

（杉野森淳子）

第 1号配石遺構 〔SXl〕（図40)

［位置]III J -114グリ ッドに位置する。 ［形状と規模] 7個の礫が最大長70cmの弧状に配置されて

いる。長さ20~10cm、重さ3900~1000 gの円礫が使用されている。加工痕がみられる礫を 2点転用

している。配石の内側には小礫が散布している。石材は凝灰岩• 安山岩・石英安山岩・頁岩である。

［施設・ 遺物］配石に伴う土坑などの下部施設や遺物は存在しなかった。 ［時期］構築状況から縄文

時代以降のものと考えられる。 （杉野森 淳子）

第2号配石遺構〔 SX2〕（図40、図版7-4)

［位置]III F -110・111グリッドに位置する。 ［形状・規模]16個の礫の集合として確認された。
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図38 第 1・2・3・4・9・10号土坑
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図39 第6・11号土坑

礫は平らな面をもつものが多く、中には磨面を持つ礫もみられる。 S-6・7・9・12は同一個体であり、分

割された後に捨てられたものである。明瞭な配置構成は不明で、礫の多くが移動したものと思われる。

石材は凝灰岩・安山岩・石英安山岩・流紋岩である。 ［施設・遺物］配石に伴う土坑などの下部施設

は存在しなかった。遺物も出土していない。 ［時期］配石は12号溝の上に位置することから、溝が埋

まりきった平安時代以降のものと思われる。 （杉野森 淳子）

第2号小穴〔pit2〕（図40)

N A-164に位置する。第III層で黒褐色上の落ち込みを確認した。円形を呈し、 54cm、深さ約20cm

を計る。堆積士は黒褐色土の単層である。 （中村 哲也）
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第3章遺構外出土遺物

第 1節土器

A区（図41~43、図版12・13)

縄文時代前期末の土器 (1~4) 1~4は縄文時代前期末円筒下層 d式上器である。 1・2は口縁部に撚

糸側面圧痕を3段並行に施す。胴部は1が多軸絡状体、 2が単軸絡状体lA類である。3は口縁部に波状

に撚糸側面圧痕を施し、屈曲部に水平に撚糸側面圧痕を施す。胴部には多軸絡状体が施される。

縄文時代中期末の士器 (5) 5は、血線的な磨消縄文の一部に鰭状突起が施される。大木10式平行期

の土器である。

縄文時代後期初頭の土器 (6~13) 6~9は同一個体の可能性がある。口縁部には二条一対の素文の

隆帯を施し、胴部には縦位の矢羽状の文様を描出する。狩猟文士器の手法に類似する。 10~12は地文

縄文に曲線文を施している。10~12の縄文は縦位回転である。蛍沢式（本間 1984)、馬立式（鈴木

1998)に相当しよう。

縄文時代後期前葉の士器 (14~18・24) 14は緩い波状口縁直下に沈線を施し、波頂部から粘士紐を

貼り付けている。 15・17は曲線的な文様を描いている。 16は窓枠状の文様を描く浅鉢である。 18は波

状口縁直下に沈線を一条巡らし、頸部に窓枠状の文様、体部に弧線を基調とした文様を描く。 21は二

本の沈線間に鍵の手状の沈線を連続させる。24は平行沈線の間に連続した鍵手状の文様を施す。胴部

上位と胴部下位の二つの文様帯がある。いずれも十腰内 I式である。

縄文時代後期初頭～前葉の土器 (19~23) 19は直線的な縄文帯を斜めに配する。本来無文部である

べき部分にも消し残した縄文が残っている。沈線は幅が広く、沈線の両側が微妙に盛り上がり気味で

ある。比較的器面の柔らかい段階で施文したものと思われる。こうした特徴からは後期初頭の土器

（蛍沢式、馬立式）とも考えられるが、類似する文様モチーフを見いだすのが困難であり、初頭～前

葉としておきたい。 20~23は縄文の縦位回転により施文するものである。縄文の縦位回転は後期初頭・

十腰内 I式いずれにもみられる手法であり、判別は困難である。

平安時代の土器 (25~29) 27・28は坪。底部は回転糸切りによる。 27は回転糸切り後、底部に「の」

字状のヘラ記号が刻まれている。 28は土師器のロクロ甕である。口縁部が短く外反し、端部を面取り

する。 26・29は土師器の非ロクロ甕。

中世の土器 (30) 30は瓦質土器である。火鉢の底部近くの破片と思われる。算木状と U字状のスタ

ンプ文が施されている。同種のスタンプ文の類例は、管見によれば本県では青森市尻八館出土の 1例

である。 （中村哲也）

B区（図44、図版14)

B区から出土した土器は縄文時代のもののみである。

縄文時代中期の土器 (1・2) 1は口縁部に隆帯により幅の狭い文様帯を作出し、文様帯内部に撚糸

側面圧痕を施す。円筒上層 a式に比定される。 2は三単位の波状口縁をなし、 3本1単位の沈線を口縁

部直下と頸部に巡らす。波頂部下には2本1組の沈線で下向きの弧線が配される。榎林式に比定される。
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縄文時代後期の土器 (3~17) 3・4は口縁部に一条幅広の隆帯を施す。隆帯上には縄文が施される。

5・6・9・10は沈線による曲線文が施される。 7・8・11は半隆帯と沈線の組み合わせにより曲線的文様

が描かれる。 14は膨隆した口唇部に楕円状のモチーフを施し、体部には曲線文が縦位方向に展開する。

16は壺形土器である。隆帯と沈線によって文様が形成される。頸部に橋状把手が施される。17は壺型

土器の橋状把手である。十腰内 I式に比定される。

縄文時代晩期の土器 (18) 18は口縁部に羊歯状文が施される。大洞BC式に比定される。

（中村哲也）

第2節石器（図45~49)

定形石器15点、不定形石器223点（二次加工剥片59点・使用痕のある剥片12点・剥片152点）、石核

10点、礫石器54点の合計302点が出土している。出土層位は第11I層を主体とする。不定形石器は調査

区全体から出土している。その他は調査区周辺から出土し、中央の微高地からは出土していない。

石鏃（図45-1) 柳葉形に近似するものが1点出土している。左右の形は非対称である。器面成形

は表全面に行われているが、裏面には素材面が残り、裏面基部では素材の厚さが除去できていないな

ど成形が不十分である。

石匙（固45-2~4) 横型が3点出土した。2・3は素材剥片の打面が刃部側にきており、非調整のま

ま打面部分が残されているため、刃部形状が乱れている。2は基部加工のみで、刃部および打面調整

が行われていない。

石箆（図45-5~7・9~11) 小形のもの 3点、長さ 5~ 7cmのものが3点出士した。厚めの素材の

表裏両面を、やや軟質のハンマーによる直・間接打撃で成形し、部分的な仕上げに押圧剥離が用いら

れている。撥形形状のものの刃部は直線形、棒状のものは半円形となり、刃形と石器の幅厚は対応す

るようである。

磨製石斧（図45-12~15・17) 片刃 1点、両刃 4点である。片刃のものは裏面を意図的に剥離して

いる。器面成形は長軸方向の研磨が主体で、側面より表裏面が丁寧に磨かれている。13は刃部両面と

も刃部に斜交する擦痕が明確に残る。

二次加工剥片（図46)

a類 (18~21) 4点出土している。刃をもち、欠損によって形状が不明なものを一括した。 18・19

は端部から器面中央にやや急角度の平行剥離がみられることから、石箆の刃部の可能性がある。20・

21は素材の尖端部に両面から調整を施し、石錐状の刃部をもつ。

b類 (22~27) 掻器・削器類に相当するものを一括した。12点出土している。22は素材打面部分に

連続調整を行い刃部を形成している。 23は素材剥片腹面に連続調整を施し、 24は素材剥片腹面端部

に急角度の剥離を施している。左側縁両面には使用痕と思われる微細剥離痕が見られる。25は縦長

の素材剥片の側縁に押圧剥離を行って刃部を整形し、刃部形成後、腹面側を素材剥片軸方向に剥離

している。 26は横長剥片の両面に、ソフトハンマーによる直接打撃が行われている。27は素材腹面

腹面側縁に急角度の調整が行われている。

c類 (28~30・32) 18点出土している。32は背面側に連続調整が行われている。29・30は両面器面

成形後に刃部調整が行われ、 29は刃部に急角度の剥離が施されている。30は背面側縁に錐状の加工

部分がみられる。
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d類 (31) 30点出土し、刃部に不連続な細部調整が行われ、刃部が一定でいないものを一括した。

剥片

e類 素材となりうるものが18点出士している。長軸短軸比が1.5: 1.0で、単節打面のものが多い。

f類 二次加工が施されていない剥片が98点出土している。打面形状は珪質頁岩が単節または複節打

面、玉髄質珪質頁岩とチャートは単節または礫打面が多くみられる。

g類 礫面を残す剥片は35点出土している。礫面を打面にしたチャート製小形剥片が多い。

石核（図153~162) 調壼区北端とグリッドラインillEから南側で出上している。5cm以下の残核

が4点、 10cm以下の石核4点、礫面を 6割以上残したものが2点出土している。

敲磨器

I-a類（図47-34~36) 側面にすり面があるものが7点 (34)、表裏・ 側面にすり痕があるもの

5点 (35・36)が出土している。素材は長軸短軸比2: 1の円礫を多用している。磨り石の断面形

状は楕円形が多い。

I-b類（図47-37) 断面が円形・楕円形の棒状のすり石が9点 (37)、明確な稜をもつ角棒状の

すり石が4点出土した。最長19.4cm~8.6cmと大きさは多様である。長さと幅の比率は 3: 1であ

る。

I -C類（固48-38) 球状に全面を研磨したものが4点、中央にすり痕が残るもの 1点が出上した。

38は研磨によって複数の平らな面をもつ多而休である。

II類（図48-39・40) 礫の一部に敲打痕のみみられるものが2点出土した。

m類（図48-41・42) 扁平の礫の両面に複数の浅い凹みがあるものが3点出土した。 42は表面に明

瞭な研磨痕がみられる。

w類（図48-44~図49-49) 敲打痕と研磨痕をもつもの (46・48)、側面を研磨し表裏面に凹みが

あるもの (45)、側面を研磨し、中央に浅い凹みと周囲に敲打痕をもつもの (44)が出土した。 47は

片面にすり面のみ、一方にすり面と敲打痕が残る。 49の片面は研磨により皿状に窪み、もう片而には

全面に研麿痕が見られ、端部に剥離痕が残っている。

打製石器（図49-50) 三角形の厚みのある珪岩を素材とし、 一側面を打ち欠いている。刃部側面の

対角にはすり面がみられる。大きさ 8cm、厚さ3.6cmの石冠に近い形状である。

石皿（図49-51・52) 9点出土している。平坦な磨り面をもつものが7点、中央がやや浅く窪んだ

ものが 1 点 (52) 、明瞭な縁をもつものが 1 点 (51) が出士している。石材は凝灰岩• 安山岩・流紋

岩である。 （杉野森淳子）
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山下遺跡 ・上野尻遺跡
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図49 遺構外出土石器(5)
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B区

第III層から定形石器2点、石核 2点、礫石器4点（敲磨器Ia・b・c、III)各 1点、二次加工剥

片10点 (b類4点.C類 1点.d類5点）、剥片6点 (f類4点 ・g類2点）の計24点が出土している。

石器はグリッドラインNMから北側の部分とグリッドラインNEから南側の部分に分布し、中で

も第8号土坑の周囲に集中する。

石箆（図45-8) 撥形で基部が直線的な石箆である。

磨製石斧（図45-16) 刃部に短軸方向の磨きが行われている。

石核（図47-33) 打面を頻繁に転位をさせながら剥離作業を行った石核である。節理が多いため、

不規則な剥離をしている。同一個体と思われる剥片が4点出土している。

敲磨器（固48-43) 扁平な長円礫を分割後、折れ面に打撃加工を施し、凹み石として使用したもの

である。両面中央に浅い凹みが残る。第III類に属する。この他、礫の中央が研磨により皿状に窪んだ

ものが出土している。 （杉野森 淳子）

第4章まとめ

第 1節平安時代の土器について

本遣跡から出土した平安時代の上器のうち、セット関係を捉えられるものは第1号住居跡・第 2号

住居跡・第4号住居跡出土土器である。

第1号住居跡出上土器は、杯（内面黒色処理）、ロクロ甕、ロクロを使用しない甕、須恵器長頸壺、

須恵器大甕からなる。須恵器は堆積土中のものが多く、共伴とはとらえがたい。黒色処理の杯は比較

的器高が高く、体部もやや丸みがある。無調整杯が伴うかどうかははっきりしない。甕は口頸部は比

較的長く伸びるものが多い。調整はヘラナデを主体とする。第4号住居跡出土土器は内面黒色処理の

土師器坪、無調整坪、ヘラナデ・ケズリを施す土師器甕、須恵器坪よりなる。土師器甕はロクロ製の

ものは出上しなかった。口縁部は第 1号住居跡のものに比べてやや短いものが多いが、製作の上で差

は見出せない。第3号住居跡についてもほぼ同様である。これらの土器は三浦圭介氏の編年のにおけ

る古代後期II期 (9C後半~lOC初頭）に相当するものと思われる。外周溝を持つ住居跡がこれまで概

ね9C代~lOC前葉に位置づけられてきたこととも大きくは矛盾しないであろう。ただし、第12号溝か

らは、器高が低く、体部上半が外反する無調整杯（医29-5)や、内面にロクロ目を残す無調整杯

（図29-3)が出土している。これらはロクロ水挽きによる整形と思われ、遺跡自体は上記年代以後ま

で継続した可能性がある。 （中村 哲也）

第 2節 遺構・遺物について

本遺跡は青森市に広がる平野の水田地帯に位置する。現在は掘削により、平坦な水田面であるが、

当時は貴船川に注ぐ小河川が宮田地区一帯に巡り、その間に小規模な扇状地が広がっていた地形であ

る。遺跡は扇状地の谷頭の標高20~25mの沖積世中位面に立地している。

検出遺構は、 A区からは縄文時代の廃棄ブロック、平安時代の住居跡4軒、溝9基、カマド遺構1
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基、埋設士器1基、中世以降のカマド遺構2基、溝6基、時期不明の上坑7基、配石2基が検出され

た。B区からは縄文時代の土坑 1基、時期不明の土坑 1基と小穴 1基が検出している。

出土遺物は縄文時代前期から後期の土器・石器、平安時代の上師器・須恵器・木製品・鉄製品・石

器（石皿・台石、敲麿器）が出土している。

縄文時代に、 A区では調査区全体に遺物が分布し、東側斜而には前期と後期の士器がブロック状に

集中している。住居跡は検出されている。また、 B区では縄文時代の士坑と遺物が出土している。こ

の時期、生活の場は南側の丘陵地にあり、山下遺跡全体を活動の場としていた。その中で、 A区は捨

て場として利用されていたと考えられる。

平安時代の住居跡は 4軒検出し、その内 3軒は主軸方向が一致している。外固溝を備えるものが2

軒検出している。2軒とも住居の軸方向とカマドの位置および外周溝の位置がほぽ一致している。カ

マドのない側に溝を巡らし、溝は傾斜の低い方向に向かって深くなっている。両外周溝は作り替えが

行われている。第1号住居跡では、最初に住居跡北西側に 8号溝を設置し、その後北東側に 7号溝を

構築している。第4号住居跡の溝は初めは第10号溝と第12号溝は一続きの溝であった。その後、河川

の反乱により埋まり、再度掘り込んで、第10号溝• 第11号溝• 第12号溝が構築されている。第10号溝

と第12号溝の間は出入口の可能性がある。外周溝の機能としては周囲に河川が多いことや溝の位置・

深さから排水の機能が想定される。また、出士遺物から第12号溝は捨て場であったことが窺える。ま

た、掘立柱建物を伴う住居が1軒検出されている。カマド側に位置している。ここからは遺構や遺物

が検出されなかった。掘立柱建物跡の明確な機能は不明であるが倉庫が想定される。

中世以降のものは、幅の狭い溝とカマド遺構が検出された。この時期になると、屋外カマドと、区

割りとして機能した溝が残る。生活の場であった可能性もあるが、生産の場も考えられる。

本遺跡は縄文時代前期から後期、平安時代、中世までの広い時間幅を持つ遺跡である。主体時期は

平安時代で、沖積地の小規模な扇状地に立地する小集落である。市内おいて外周溝や掘立柱建物跡を

伴う住居跡が少なく、近野遺跡、朝日山遺跡に次ぐものである。また、これまで市内で発見された平

安時代の遺跡は主に洪積世下位面の台地または丘陵に立地し、沖積地の青森平野で確認されているの

は細越遺跡のみである。当遺跡の発見で平安時代 (9槻紀~10世紀初頭）には青森平野東部まで居住

域を広げていたことがわかった。 （杉野森 淳子）
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遺構内土器

図版 遺構名 出土位置 外面調整等 内面調整等 胎 士 備 考

7 -I SK8 ］層 半隆帯沈線 口縁部隆帯沈線 砂礫含骨針無

7 ~ 2 SK8 確認面上 沈線赤彩痕 砂礫含

7 -3 SK8 確認面上 半隆帯沈線赤彩痕 ナデ 砂礫含骨針無

7 -4 SK8 確認面上 半隆帯沈線赤彩痕 ナデ 砂礫含骨針無

7 -5 SKS 確認面上 半隆帯沈線赤彩痕 ナデ 砂礫含骨針無

7 -6 SKS 確認面上 半隆帯沈線赤彩痕 砂礫含骨針無

7 -7 SK8 確認面上 沈線 沈線 ミガキ 砂礫含骨針無

7 -8 SK8 1層 口唇部LR横位回転 砂含骨針無

7 -9 SK8 確認面上 沈線 ナデ 細砂含骨針無

7 -10 SK8 1層 隆帯沈線漆様の黒色物質付倍 ナデ 砂礫含骨針無

7 -11 SK8 確認面 1層 底面網代圧痕 1本越 1本潜り 1本送り 砂礫含骨針無

9 -I ST I 4陪 沈線隆帯 砂礫多骨針無

9 -2 ST I 1層 沈線 砂礫多骨針無

9 -3 ST I 3屈 沈線 海綿骨針無

9 ~ 4 ST 1 3層 沈線 砂礫多骨針無

9 -5 ST I 6層 沈線 ナデ 海綿骨針含

9 -6 ST I 5居 ヘラ描斜沈線網目状燃糸文 ナデ 砂礫多骨針無 P-3 

9 -7 ST I 5層 斜格子沈線折返し口縁網目状燃糸文 ナデ 砂礫多骨針無 P-3 

9 -8 ST 1 5層 折返し口縁 ヘラ描斜沈線 砂礫多骨針無

9 -9 ST 1 5層 ヘラ描沈線 ナデ 砂礫多骨針無

9 -10 ST I 5層 網目状燃糸文斜格子沈線 ナデ 砂礫多骨針無 P-3 底部

9 -11 ST I 5層 折返し口緑 ヘラ描沈線 ナデ 砂礫多骨針無

]0-12 ST! 5層 折返し口縁斜沈線曲線文 砂礫多骨針無

10-13 ST I 6層 RL縦位回転 ナデ 砂礫多骨針無

10-14 ST I 5層 LR縦位回転 ナデ 砂礫多骨針無

10-15 ST 1 4層 ナデ 石英粒多

10-16 ST 1 6層 LR縦位回転 ヘラナデ 砂礫多骨針無

10~ 17 ST2 6層 LR縦位回転 砂礫含骨針無

11-18 ST3 3層 入組文 ナデ 砂礫多骨針無

11-19 ST3 3層 沈線 ナデ 砂礫多骨針無

11-20 ST3 4層 折返し口縁沈線 ナデ 骨針徴葦

11-21 ST 3 4層 沈線 ナデ 砂礫多骨針無

11-22 ST 3 4陪 沈線 ナデ 砂礫多骨針無

11-23 ST3 4層 折返し口縁沈線 砂礫多骨針無

11-24 ST3 4層 沈線 ナデ 砂礫多骨針無

11-25 ST3 4陥 折返し口縁沈線 ナデ 砂礫多骨針極微

11-26 ST3 3層 波状口縁窓枠状文沈線 ナデ 砂礫多骨針無

11-27 ST3 4層 窓枠状文波状口縁折返し口縁 ミガキ 砂礫含骨針無

11-28 ST3 3層 沈線 砂礫多骨針無

11-29 ST 3 4層 入組文 ナデ 砂礫多骨針無

12-30 ST3 4層 波状口縁 口縁真下に沈線一条 砂礫多骨針無

12-31 ST3 3層 波状口縁真下に沈線一条 ナデ ナデ 砂礫多骨針無

12-32 ST3 3層 平行沈線 砂礫多骨針無

12-33 ST3 4層 斜格子沈線 ナデ 砂多骨針無

12-34 ST3 3層 絡状体回転文 ナデ 砂礫多骨針無

12-35 ST3 4層 無文（ナデ） ナデ 砂礫多骨針無

12-36 ST3 4層 ナデ ナデ 骨針なし

12-37 ST3 3層 沈線 砂礫多骨針無 鐸形土製品

15-I SI I カマド覆土 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ剥落多 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多 P-12, 33簾妍痕 SD12籟輝 SIi謹 p7 

15-2 SI 1 カマド 口頸部ロクロ 体部ロクロ→ヘラナデ ロクロ ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-1、3、9、15

16-3 SI I カマド 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-13、17、30、32

16-4 SI I カマド 口縁部ヨコナデ 体部ヘラナデ 口緑部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-1 

16~ 5 SI 1 カマド 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-38 

16-6 SI I カマド 口緑部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無

16-7 SI I カマド 口縁部ロクロ ヘラナデ ョコナデヘラナデ 砂礫多骨針無 P-21 

16-8 SI 1 床直 ヘラナデ剥落多 ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-5 

16-9 S I I 床直6屈 ロクロナデ 黒色処理 ミガキ 砂礫少骨針無 P-12 

16-10 S I 1 カマド ヘラナデ 不明 砂礫多骨針無 P-9、27 廉状圧痕

16-11 S I 1 床直4層 ロクロナデ ロクロナデ 砂微量 P-16 断面色調明黄褐色と賠灰色の互層

16-12 SI I 床直 7層 平行タタキ 当て具痕 砂礫含骨針無 P-3 

16-13 SI I 覆土 ナデ ナデ 骨針無

16-14 SI l カマド 骨針無 P -22 水洗 ・注記時のミス

16-15 SI 1 3層 P -22 水洗 ・注記時のミス

19-I S I 2 カマド 4層 口縁部一 体部ケズリ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-2、9、30

19-2 S I 2 3屈 口緑部ヨコナデ 体部ヘラナデ 口緑部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-9 

20-3 S I 2 覆土 口縁部指押え ヨコナデ体部ヘラナデ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無
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山下遺跡・上野尻遺跡

図版 遺構名 出土位置 外面調整等 内面調整等 胎 土 備 考

20-4 S I 2 覆土 口緑部ロクロ 体部ヘラナデ 口縁部ロクロ 体邸ヘラナデ 砂礫多骨針艇

20-5 S I 2 カマド4層 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P -23 

20-6 S I 2 覆土 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無

20-7 S I 2 カマド 1層 砂礫少骨針無 P-17 

20-8 SI 2 3層 ヘラナデ ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-8 廉状圧痕

20-9 SI 2 覆土 ヘラナデ ヘラナデ 砂礫含骨針無 底面葉脈圧痕

20-10 S I 2 5屡 縦方向のヘラナデ 上半部ロクロ 下半部ヘラナデ 砂礫含骨針無 P-4、5

20-11 S I 2 1層 ヘラナデ（上半横方向、下半縦方向） 横方向のヘラナデ 砂礫多骨針無 P-1 

20-12 S I 2 覆土 ロクロ後ヘラナデ （横方向） ヘラナデ（斜方向） 砂礫多骨針無

20-13 S I 2 覆土 ヘラナデ再調整 工具痕 砂礫含骨針無 底面ハケメ

21-I SI 3 1層 ミガキ 砂礫少骨針無

21-2 S I 3 カマド 6屈 体部ヘラナデ頸部横方向ヘラナデ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 覆土 1層 P-8 

24-I SI 4 カマド 口縁部一 体部ヘラナデ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-16、20、22

24-2 S I 4 カマド 口縁都ヨコナデ体部上半ヘラナデ下半ケズリ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P -17 

24-3 S I 4 カマド ロクロ ロクロ 黒色処理 砂礫少骨針徴崖 P -23、24 回転糸切 炭化物付着

24-4 SI 4 カマド 口縁部一 体部ヘラナデ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針紐 P -19、25、48

24-5 S I 4 カマド 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-25 

24-6 S I 4 カマド 日縁部ヨコナデ体部上半ヘラナデ下半ヘラケズリ 口縁部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-18、P-50 

24-7 S I 4 カマド 口縁部横方向ヘヘラナデ体部ヘラナデ 口縁部ヘラナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-25、55 底面ヘラ切り

24-8 S I 4 カマド ロクロ 黒色処理ミガキ 砂礫少骨針無 P-23 

24-9 S I 4 カマド ケズリ ヘラナデ 砂礫多骨針艇 P -15 底面ケズリ再調整

24-10 SI 4 カマド 砂礫多骨針無 P -52、32

24-11 SI 4 カマド ヘラナデ ヘラナデ 砂礫多骨針無 P -19、48 底面ヘラナデ

24-12 S I 4 カマド ケズリ ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-25、55 底面ヘラナデ

24-13 S I 4 カマド 黒色処理 ミガキ 砂礫含骨針無 P-3・5 回転糸切

24-14 S I 4 カマド 砂礫含骨針無 P-54 回転糸切

24-15 S I 4 覆土 ロクロ ロクロ 砂礫含骨針無 匝転糸切 端部にヘラによる再調整痕

24-16 SI 4 覆土 ロクロ 火欅あり ロクロ 砂礫含骨針無 火欅あり

24-17 SI 4 カマド タタキ ナデ 砂礫含骨針無 P-9 断面赤褐色を呈する

24-18 SI 4 覆土 P -50 端部指押え

25-1 SD7 覆土 ロクロ ロクロ 砂礫含

25-2 SD7 覆土 12号溝覆土下位 P-5と複合

26-1 S D13 覆土 口縁部ロクロ 体部ケズリ 口縁部ミガキ体部一黒色処理 砂礫含骨針無

29-1 S DIO 覆土

29-2 S D12 覆土下位 ロクロ 黒色処理 ミガキ 砂微量骨針無 P-16 回転糸切後再調整

29-3 S D12 覆土下位 ロクロ ロクロ 粗砂含骨針無 P-18 回転糸切

29-4 S DI2 覆土下位 ロクロナデ底面付近ナデ 黒色処理ミガキ 砂礫含骨針無 P-6 回転糸切

29-5 S D12 覆土 ロクロナデ ロクロ 粗砂微量 骨針無 回転糸切

29-6 S D12 覆土下位 ミガキ 砂礫含骨針無 P -10 底面未調整

29-7 S D12 覆土 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ ヘラナデ 砂礫多骨針無

29-8 S D12 覆土 口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無

29-9 S D12 覆土 口縁部ヨコナデ 体部ヘラナデ 麿減 砂礫含

29-10 S D12 覆土 口緑部一 体部ヘラナデ ヘラナデ 砂礫多

32-I カマド3 覆土 頸部ヘラナデ体部一 体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-8 

32-2 カマド3 覆土 ロクロ ヘラナデ 口縁部ヨコナデ体部ヘラナデ 砂礫多骨針無 P-6 P-X 

32-3 カマド3 覆土 砂礫多骨針無 P-1 

33-1 SR 1 口縁～体部上半ロクロ 下半ヘラケズリ ロクロ 砂礫含骨針無 底面回転糸切

廃棄ブロック出土石器

屈版 器 種 出土地点 層位 石 材 長 mm 幅 mm 原 mm 重 g 備 考

13-1 石鏃 ST Ill C -119 1層 珪質頁岩 36 0 15 0 4 0 I 5 有茎

13-2 石鏃 ST ill B -120 3屈 玉髄質珪質頁岩 40 5 18 5 10 0 5 4 

13-3 石匙 ST3 3層 珪質頁岩 50 5 31 5 g 0 8 5 縦型

13-4 磨製石斧 ST III F-118 6層 花岡閃緑岩 (59 0) 37 0 29 0 82 9 刃部欠損、研磨痕有り

13-5 扁平打製石器 ST IDC-l20 1層 凝灰岩 158 0 141 0 31 0 911 8 研磨痕有り

13-6 敲磨器Ia類 ST! IIIF-119 1層 石英安山岩 152 0 78 0 72 0 1159 8 側面にすり痕有り

13-7 敲磨器Ia類 ST 2 ID F -118 4層 安山岩 60 0 475 0 34 0 154 4 

13-8 石皿 ST3 mc-120 3層 凝灰岩 (102 5) (83 0) 38 0 2914 縁付、縁内側に溝有り

13-9 半円状扁平打製石器 ST IIIB-120 3層 石英安山岩 175 0 88 0 32 0 678 4 

遺構内出土石器

図版 遺構名 器 種 出土地点 層位 石 材 長 mm 幅 mm 淳 mm 重 g 備 考

7 -12 8SK 二次加工剥片 b 皿T-164 1層 チャート 77 0 45 0 16 0 38 6 削器掻器

17-16 I H 磨製石斧 7層 閃緑岩 (34 7) 32 0 25 5 33 9 下部欠損、磨斧差部

17-17 1 H 石刀 8層 粘板岩 (143 0) 27 0 14 5 98 2 擦痕顕著、上部欠損

17-18 1 H 石皿 1語 安山岩 (l 29 0) 179 0 54 0 1862 3 表面にすり痕

24-19 4 H 石製品 床面 凝灰岩 58 0 45 0 13 0 44 7 全面研磨、裏面中央に浅い凹み
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図版 遺構名 器 種 出土地点 暦位 石 材 長 mm 幅 mm 原 mm 重 g 備 考

25-3 7SD 敲磨器111類 川G-116 覆土 安山岩 (88 5) 71 0 47 0 369 5 両面に凹み痕

26-2 13S D 二次加工剥片b 覆土 珪質頁岩 38 5 47 5 7 0 9 5 基部欠損

29-11 12S D 石匙 覆土 珪質貝岩 43 0 42 0 7 6 7 1 下部欠損、横型石匙

29-12 12S D 磨製石斧 ill F-108 覆土 閃緑岩 137 5 48 0 21 8 3¥9 4 擦痕頴著

29-13 12S D 敵屯器Ib類 北側 覆土 石英安山岩 21 3 14 0 12 3 5300 2 片面すり

34-1 カマド 2 敲磨器w類 覆土 安山岩 (117 5) 71 0 49 0 537 9 研磨痕と敲打痕

第 8号溝出士鉄製品

二T 名称 1 覆：位 1 長 3cこ I 幅 c~n 。 I 厚c;。 I 重 ~7 備 考

第12号溝出土木製品

図版 名 称 辰位 長 cm 幅 cm 厚 cm 木取り 備 考

30-l 薄板状木製品 罹土 49 34 0 7 柾目

30-2 棒状木製品 覆土 21 5 1 4 1 4 柾目 ケズリ

30-3 板状木製品 覆土 21 9 4 0 11 柾目

30-4 板状木製品 覆土 21 0 38 I 2 柾目 ョコケズリ

30-5 棒状木製品 覆土 13 3 5 0 34 1/4分割材 ヨコケズリ

30-6 棒状木製品 覆土 15 2 2 6 13 5 柾目 焼けこげ、ヨコケズリ

30-7 丸太半割材 覆土 74 0 128 0 53 5 丸太 焼けこげ

31-8 板状木製品 覆土 152 0 87 0 25 0 柾目 ョコケズリ

31~ 9 棒状木製品 授土 21 5 36 18 不明

31-10 棒状木製品 覆土 63 4 3 3 2 3 柾目 両面ヨコケズリ

31-11 棒状木製品 覆土 56 7 2 2 22 柾目 ヨコケズリ、先端部加工

31-12 棒状木製品 覆土 42 7 2 0 I 3 柾目 ョコケズリ

31-13 板状木製品 覆土 45 1 38 I 5 柾目 ョコケズリ 、扶り加工

遺構外出士士器

図版 出土位憤 出土陪位 外面 調整等 内面調 整辞 胎 土 備 考

41-1 III C ~ 112 w層 口粒紺撚糸側面斤痕IRLI 洞綿多軸絡状体(RI 砂礫含骨針無

41-2 illD-113 w層 口縁蹄撚糸側面圧痕 体邸単軸絡状体IA類 砂含骨針無 白色の凝灰岩と思われる軟質の粒＋含む

41-3 mc-112 w層 口籍固甚糸付面圧痕ILi類嘉竹符状靡1突111槃多輪緒状体ILi 砂礫含繊維微堡

41-4 m D -113 w層 日縁都撚糸側面圧痰(R、LRI 胴部多軸絡状体 砂礫含骨針無

42-5 III I -117 m溺 磨消縄文(RL縦位） 降常~ 鰊状突起 砂礫多骨針無

42-6 illH-117 m層 隆帯 砂礫多骨針無

42-7 IIIH-117 皿屈 隆帯 磨減 砂礫多骨針無

42-8 IDH-117 皿層 隆帯 砂礫多骨針鯉

42-9 IDH-117 旧層 隆帯 砂礫多骨針無

42-10 mC-115 I11層 沈線 LR ナデ 砂礫多骨針無

42-11 ill I -117 III陪 沈線 LR縦位 砂礫多骨針含

42-12 ill F -116 m層 沈線 LR縦位 砂多骨針無

42-13 illA-116 m層 沈線 LR ナデ 砂礫多骨針無

42-14 IllC-116 川層 隆帯 砂礫多骨針無

42-15 ill E -112 m展 沈線 柑砂多骨針艇

42-16 IDE -112 II1層 沈線赤彩痕 砂礫多骨針無

42-17 m E -1¥2 Il層 沈線 粗砂多骨針無

42-18 IIII・-116 m層 沈線 ミガキ 砂礫多骨針無

42-19 ill J -117 皿層 沈線縄文 再謂整 砂礫多骨針無

42-20 ID D -116 m層 L縦位回転 砂多骨針無

42-21 III L -117 川層 RL縦位 砂礫多骨針無

43-22 m J -111 w層 LR縦位回転 砂礫少骨針無

43-23 mG-113 III層 RL縦位 ナデ 砂礫多骨針微塁

43-24 Ill E -112 III陪 沈線 ナデ 砂礫徴呈 ミニチュア土器

43-25 ID F -118 rr層 ロクロ 体部ナデ D縁部ヨコナデ 砂礫多骨針躾

43-26 IIl E -110 llJ層 ヘラナデ 砂礫多骨針佃

43-27 Ill 7 -115 m層 ロクロナデ ロクロ 砂礫少骨針無

43-28 IIIE-115 m層 ロクロ ロクロ 砂含 底面ヘラ切り後 「の」記号

43-29 Ill J -117 III瑶 体部上半ヘラナデ下半ヘラナデ 体部上半ヘラナデ下半ヘラナ 砂礫多骨針細 底面再闊整

43-30 III E-120 I層 スタンプ文 ナデ 砂少母 黒裳母含 瓦質土器

44-1 IVD-168 m層 口縁部降帯撚糸側面斤痕 砂礫多骨針価

44-2 IVN-163 m層 沈線・ LR RLR横位 ナデ 砂礫多骨針無

44-3 NM-160 m層 隆帯 RL 沈線 砂多骨針無

44-4 NM-160 m層 口縁部半1径帯 粗砂多骨針証

44-5 NC-166 I11層 隆帯 沈線 LR ミガキ 砂多骨針艇

44-6 NI -163 II1層 沈線黒色塗膜状物質付着 ミガキ 砂多骨針無

44-7 NC-164 m層 隆帯 LR 沈線 ミガキ ミガキ 砂含仔針無

44-8 N C-164 m層 半隆帯沈線 RL ミガキ 砂礫含骨針無
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遺構外出土土器

図版 出土位置 出土層位 外面調整等 内面調整等 胎 土 備 考

44--9 NM~t59 m屈 沈線縄文 ミガキ 砂多骨針無

44-10 NM-160 III蔭 RL充填 砂多骨針無

44-11 ID C -164 m展 半降帯沈線隆帯上RL ミガキ 砂含骨針無

44-12 NM-160 m層 沈線 RL ミガキ 砂多骨針無

44-13 NC-164 Ill展 沈線 ミガキ 砂多骨針無

44-14 NA-163 m層 口縁部隆帯沈線 砂多骨針無

44-15 NN-164 皿屈 沈線 ミガキ 砂礫多骨針微

44-16 N A-164 川層 橋状把手隆帯 ミガキ 砂含骨針無

44-17 N A-163 m展 沈線 ナデ 砂多骨針無

44-18 NM-160 I11層 羊歯状文下半RL 砂少骨針細

遺構外石器

図版 器 種 調査区 出土地点 層位 石 材 長 mm 幅 mm 淳 mm 重 g 備 考

45-¥ 石鏃 A区 皿C-114 Il a屡 玉髄質珪質頁岩 29 0 13 0 60 14 III 

45-2 石匙 A区 ill J -116 m層 頁岩 48 0 46 0 10 0 18 9 横梨、礫打面

45-3 石匙 A区 表採 表採 チャート 42 5 51 5 11 5 16 0 横型、刃部片面調整

45-4 石匙 A区 m C -ll4 m層 珪質頁岩 31 0 43 0 80 7 7 横型、礫打面

45-5 石箆 A区 mc-111 I11層 玉髄質珪質頁岩 28 0 12 0 50 1 3 

45-6 石箆 A区 IllD-111 I培 珪質頁岩 57 0 30 5 11 0 16 4 棒状、丸刃

45-7 石箆 A区 皿D-113 Ill居 玉髄質珪質頁岩 (51 0) 27 5 12 5 13 3 鉢形、直刃

45-8 石箆 B区 NN-164 Ill層 珪質頁岩 71 0 35 0 18 5 40 9 撥形、直刃

45-9 石箆 A区 IDB-113 Il a陪 珪質頁岩 21 0 16 0 7 0 I 3 

45-10 石箆 A区 lllE-117 Il a陪 珪質頁岩 31 D 16 0 70 25 

45-11 石箆 A区 表採 表採 珪質頁岩 74 0 23 0 15 5 23 4 棒状、丸刃

45-12 磨製石斧 A区 illB-116 m層 安山岩 120 0 45 5 31 5 244 3 

45-13 磨製石斧 A区 ill D~lll m屈 緑色細粒凝灰岩 78 5 35 0 13 0 60 9 撥痕顕著

45-14 磨製石斧 A区 llD-117 川居 閃緑岩 104 0 41 6 33 0 210 1 研磨痕

45-15 磨製石斧 A区 III E-109 ][]層 閃緑岩 (65 0) 42 0 25 0 110 4 研磨痕、上部欠損

45-16 磨製石斧 B区 NA-165 I11層 頁岩 113 5 44 0 23 2 202 6 研磨痕

45-17 磨製石斧 A区 IIIH-117 Il a培 閃緑岩 (44 5) 21 0 9 0 14 3 研磨痕、上部欠損

46-18 二次加工剥片a A区 皿K-114 rr a層 珪質頁岩 (24 0) 31 0 13 0 4 5 箆の刃部、上部欠損

46-19 二次加工剥片a A区 排士中 珪質頁岩 (31 0) 30 0 90 81 箆の刃部

46~20 二次加工剥片 a A区 illK-114 IT a層 珪質頁岩 (32 0) 31 0 13 0 83 箆の刃部、 上部欠損

46-21 二次加工剥片 a A区 ID K -114 II a屈 珪質頁岩 (29 0) 22 0 70 3 5 錐の刃部

46-22 二次加工剥片 b A区 皿E-110 w層 珪質頁岩 38 0 49 0 10 0 11 3 削器・掻器

46-23 二次加工剥片b A区 III J -117 I11層 珪質頁岩 (41 0) (46 0) 9 5 18 0 削器・掻器

46-24 二次加工剥片b A区 III G -116 m尾 珪質頁岩 48 0 51 0 10 0 16 8 削器掻器

46-25 二次加工剥片b A区 IDD-110 I層 珪質頁岩 35 0 65 0 6 5 19 1 削器・掻器

46-26 二次加工剥片b A区 m F -113 I11層 珪質頁岩 92 0 40 0 18 5 41 2 削器掻器

46-27 二次加工剥片b A区 m I -111 m陪 珪質頁岩 62 0 40 0 15 0 28 7 削器・掻器

46-28 二次加工剥片 c A区 11]D-116 m層 珪質頁岩 47 0 31 0 ll 5 17 2 

46-29 二次加工剥片 c A区 illD-115 II a層 珪質頁岩 41 0 49 0 13 5 24 9 

46-30 二次加工剥片 c A区 皿E-115 m層 珪質頁岩 47 0 60,0 12 3 29 6 表先端部加工

46-31 二次加工剥片d A区 llH-117 IT a層 珪質頁岩 58 0 44 0 13 0 27 7 

46-32 二次加工剥片c A区 III B -116 III層 珪質頁岩 (42 0) (33 0) 13 0 111 

47-33 石核 B区 NC-164 Ill層 珪質頁岩 105 0 86 0 54 5 537 7 

47-34 敵磨器 Ia A区 96IDB-117 I11層 凝灰岩 159 5 70 0 48 5 653 3 片側にす り面

47-35 敲磨器Ia A区 IIIE-112 I11層 石英安山岩 212 5 88 0 65 0 1626 5 片側・片面にすり面

47-36 敲磨器 Ia A区 IIIA-116 I11層 石英安山岩 93 5 80 0 56 0 478 1 研磨痕

47-37 敲磨器 Ib A区 III A-116 III殴 流紋岩 (80 0) 47 0 47 0 273 4 前面研磨

48-38 敲磨器 IC A区 皿C-111 I層 礫岩（チャー ト） 48 0 46 5 43 5 126 6 前面研磨

48-39 敲磨器Il A区 ill I -115 m層 砂岩 111 5 98 0 82 0 1141 0 表面 側面に裔貯打痕

48-40 敲磨器Il A区 ID K-114 m層 石英難緑岩 70 5 64 0 60 0 358 3 端部に敵打痕

48-41 敲磨器m A区 96IIIA-117 Ill陪 凝灰岩 169 0 61 0 51 0 72] 8 両面に凹み痕有り

48-42 敲磨器Ill A区 IIIE-116 m洒 凝灰岩 129 0 56 0 26 0 265 9 両面に凹み痕、表面すり痕有り

48-43 敲磨器Ill B区 NN-159 m層 輝緑石 (94 5) 68 0 28 0 261 0 下部半割り後成形

48-44 敲磨器N A区 ill J -] 16 II a磨 安山岩 120 0 73 0 53 0 652 9 研磨・蔽打 凹み痕有り

48-45 敲磨器w A区 illK-114 w層 石英安山岩 87 5 67 0 52 0 426 7 研磨・ 凹み痕有り

49-46 敲磨器w A区 mB-115 I11層 安山岩 95 0 48 0 45 0 279 5 敲打・研磨痕有り

49-47 敲磨器w A区 96表採 表採 砂岩 (90 5) (74 5) 24 0 247 1 研磨・敲打痕有り

49-48 敲磨器w A区 皿H-116 I b屈 安山岩 (87 0) 60 0 61 0 405 6 研磨 ・敲打痕有り

49-49 石皿 A区 Ill E -115 lil層 流紋岩 135 0 76 0 50 0 530 9 擦痕顕著

49-50 打製石器 A区 IDA-117 m層 珪岩 78 0 80 0 36 0 291 2 研磨・剥離痕有り

49-51 石皿 A区 96 トレンチ24 III居 凝灰岩 (144 0) 177 0 40 0 809 8 縁付、擦痕顕著

49-52 石皿 A区 96 トレンチ30 旧層 凝灰岩 (210 0) (165 0) 64 0 2163 4 中央に浅い四み有り
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第 1章基本層序

第3編上野尻遺跡

第 1章甚本層序

平成9年度調査区は市道矢田 2号線の付け替え道路部分に当たり、南北に狭長な調査区であった。

そこで便宜上調査区をA区 ・B区・ C区の 3区にわけて呼称した（図50)。遺跡一帯は地形の変化に

富み、土層も調査区ごとに異なる状態であった。詳細は第1編第4章に述べているので、調査区ごとに

土層について簡単に述べることにする。

A区 丘陵裾部にあたる。火山灰土を地山とする。 II層が縄文時代の包含層である。

B区 丘陵裾部～沖積地にあたる。丘陵斜面を供給源とする二次堆積の火山灰土と矢田方面の谷筋か

ら供給された礫層が地山となり、この上に黒色士が堆積している。

c区 矢田の谷筋から供給された礫層が数mにわたり堆積している。表層に黒色士が堆積している。
（中村哲也）

第 2章検出遺構と出土遺物

A区北寄りで土坑が、 B区で遺物廃棄ブロックが検出された。C区では遺構は検出されなかった。

A区

第1号土坑〔SKl〕（図51、図版15-2・3)

［位置]XI B-227に位置する。［平面形・規模]1.30m X 1.19mのほぼ円形を呈する。［壁・底面］

底面は平坦で、壁はやや開き気味に立ち上がる。［堆積土]5層に分層された。一部に焼士の投げ込み

が認められた。［出土遺物］遺物は出士しなかった。周辺からは縄文時代後期後葉の土器片が出土し

ている。［時期］周辺から出士した土器から見て縄文時代後期後葉の可能性が高い。

第3号土坑〔SK3〕（図51)

［位置]XI A~B-228に位置する。［平面形・規模]0.98m X 0. 70mの不正な卵形を呈する。［壁・

底面］底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。［堆積土]3層に分層された。［出士遺物］遺物は

出士しなかった。周辺からは縄文時代後期後葉の士器片が出土している。［時期］周辺から出土した

土器から考えて、縄文時代後期後葉の可能性が高い。

第4・5号土坑〔SK4・5〕（図51、図版15-3~5)

［位置]XI D-227に位置する。［重複］第4号土坑が第5号土坑より新しい。［平而形・規模］第4

号土坑は土層断面で径1.81mを計る。第5号土坑は土層断面で0.82m残存している。［壁・底面］底面

は凹凸があり、不正な平面形である。［堆積土］第4号土坑は8層に、第5号土坑は3層に細分された。

堆積上上位に十和田 a. 白頭山火山灰を検出した。第5号土坑廃絶後の埋まりきらない窪地に堆積し

たものと思われる。［出土遺物］堆積土中から縄文時代後期後葉の土器片が出土した。流れ込んだ可

能性が高い。また、伶20cm程度の礫が堆積士中から出士した。埋没過程で投げ込まれたものと考えら

れる。［時期］十和田 a. 白頭山火山灰の存在から、 10世紀前葉には廃絶されていたものと考えられ

るが、上限は不明である。
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第 2章 検出遺構と出土遺物
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山下遺跡・上野尻遺跡

口
( S~1/3) 

10cm 

図52 第4・5号土坑出土遺物

B区

遺物廃棄ブロック（図50・51図版15-7・8)

B区XIIC ~XII 0-229~236にかけて遺物廃棄ブロックが検出された。丘陵斜面から流出したニ

次堆積の黄灰色火山灰土を地山として小規模な沢が形成されており、これに遺物が廃棄されていた。

遺物の出土状況は層位的にとらえるべくつとめたが、層序が細かく変化するためその関係をつかみき

れなかったし、遺物は遺構外の遺物と区別して取り上げることはしなかった。そのため、遺物は遺構

外の遣物として報告する。 B区ではこれ以外の遺物はほとんど出土せず、ほとんどが廃棄ブロック出

上ととらえて差し支えない。

第 3章遺構外出土遺物

A区出土土器 （図53)

A区から出土した土器は、整理箱 1箱分、重鼠にして約6.6kgである（試掘調査分除く）。

縄文時代前期末の土器 (1) 1は波頂部から垂下する隆帯を施す。頸部にも1条の隆帯を巡らすよう

である。隆帯で区画された口縁部文様帯内には撚糸側面圧痕が施される。円筒下層d2式に比定され

る。

縄文時代中期の土器 (3~7) 3はボタン状貼付と撚糸側面圧痕が施される。 4は撚糸側面圧痕が施さ

れる。円筒上層 a式に比定される。5・6は羽状縄文結束第1種を施す。7はRL縄文を横位回転するも

の。円筒上層 a~d式に比定される。

縄文時代後期の土器 (2・8・9・11・17~19) 2・8・9・11・17~19は縄文時代後期の士器である。

2は肉厚で丸みを帯びる口縁部直下から羽状縄文が施される。後期中葉～後菜の士器と思われる。 8は

波状口縁に沿って幅の狭い縄文帯を施す。十腰内 I式に比定される。11は口唇部内面と上面をナデて、

内面・ 上面の境界が明確な稜をなしている。上面～外面は丸みを帯びている。体部にはL縄文を縦位

同転により押捺している。口唇部のつくりは後期中葉的な要素であるが、縄文の縦位回転は初頭～前

葉的な要素である。 17~19は結束しない羽状縄文を横位回転により押捺している。後期後葉の上器に

比定される。

縄文時代晩期の土器 (10) 10は眼鏡状凸帯が施される大洞C2式の浅鉢である。

縄文時代後期～晩期の土器 (12~16・20~27) 12~14・16は比較的粗い縄文が施される。 13はロ

縁部がやや内湾気味で、口唇部内面・上面をナデつけ、境界が明瞭な稜をなし、上面は平坦である。

後期後菓的な要素が多い。 15は口唇部下数mm~1cmを無文とし、以下にLR縄文を施す。20は器厚2~3

mm、外面には細かい縄文が施される。 21は内外面とも粗雑なミガキが施される。口唇部内而はやや内

傾し、後期後葉的な様相を示す。22・23は幅広の条痕が横位に施される。条痕の原体は放射肋の粗い
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図53 A区出土土器

二枚貝である可能性が高い。 24~27は細かい条痕が縦位に施される。原体は木材の木口など、植物質

の可能性が考えられる。胎土は晩期的である。 （中村 哲也）

A区出土石器（図54・55)

A区からは定形石器9点、不定形石器67点 （二次加工剥片 7点、剥片50点、使用痕を有する剥片10

点）、礫石器8点 (Ib 4点 ・Ic 1点 ・II2点 ・III1点）の計84点が出上している。主に第II層か

ら出土している。分布はIXKラインから XINライン間に散在し、特別集中する部分はみられない。

石鏃（図54-1) 第II層から 1点出土している。有茎で、基部の角が丸みを帯びた石鏃である。

表面全面に二次調整が施され、 裏面には素材面が残る。製品の長軸と素材剥片主軸との角度は20度ず

れ、素材を斜めに用いている。両面とも基部から器面中央にかけてアスファルトが付着している。

石匙（図54-2 ~ 6) 縦型2点、横型3点出土している。細長い連続調整で刃部を形成するもの

が多い。最も厚くなる素材剥片の打点まわりを刃部の端にくようにして石器を作り上げている。周縁
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山下遺跡 ・上野尻遺跡

加工が中心で、平坦剥離が施されている。刃部調整は片面4点、両面 l点である。また、つまみ部分

は小形で、成形は簡略的である。調整は背面側と同様、やや軟質のエ具による押圧である。

石箆（図54-7・8) 7は刃部両面に急角度剥が施され、器面中央部から刃部にかけて厚手とな

る石箆である。8は厚さ 8mmと大きさに対し薄手で、刃部の調整角度も大きく平坦剥離が行われて

る。

磨製石斧（図55-13) 縦方向の研磨を主休とし、表面中央が丁寧に研磨された片刃石斧である。

二次加工剥片（図54-9 ~ 12) 

a類 (9・10・12) 9・10は多角形の異形石器に類するものである。 12は素材剥片の用い方と調

整方法から石匙の未製品と考えられる。

b類 (11) 縦長剥片の片側縁を刃部とし、連続した平坦剥離を行ったものである。本遺跡の中で

最も大型の削器・掻器類である。

この他 c類2点、 d類1点が出土している。

使用痕を有する剥片 10点出上している。大きさ 5cm以上の幅広の剥片の背面に連続した微細な

剥離痕が残るものが多い。

剥片 e類3点、 f類41点、 g類6点が出上している。大きさ 3~ 7cmの剥片が多く、 2cm以下

の剥片はみられない。g類にはチャート、 I馬瑞（めのう）が含まれている。

敲磨器（図55-14~17)

I b類 研磨により棒状に加工され、断面が円形や角形となるもので、 5点出士している (14)。

II類 敲打痕があるものが2点出土している (16・17)。円礫を素材としている。

皿類 15は薄手の扁平な長円礫を素材とし、片面中央にの浅い凹みがみられる。

B区出土土器（図56~58、図版17・18)

B区から出土した土器は、整理箱15箱分、重量にして約74.5kgである（試掘調査分除く）。上器は

水に浸かった状態で脆弱であったため、出士時は復元可能と思われた個体でも、取り上げ時に崩れ、

復元が困難なものが多かった。その他小片はほとんど復元できなかった。

縄文時代前期の土器 (1) 1は口縁部に撚糸側面圧痕を施し、胴部に単軸絡状休1類を施す。磨滅が

著しい。円筒下層 d式である。

縄文時代後期中葉の土器 (2) 2は大型の波状口縁部に刻みを施した隆帯を貼り付けている。口唇部

内面が肥厚する。後期中葉に比定されよう 。

縄文時代後期後葉の士器 (3~50)

深鉢・ 鉢 3~8・15は精製の深鉢・ 鉢である。3~5は左下がりの帯状の入り組み文が施される。入

り組み文の屈曲点に疱が貼付される。入組文の一単位内にスリット状に沈線を施し、単位を上下に

二分割するものが認められる。 6~8は二条一組の平行沈線を重畳させ沈線間に瘤を貼付する。瘤は

数cm間隔で貼り付けられる。15は文様帯の下端に沈線を巡らせる。10~13・14・16~18は粗製の深

鉢．鉢である。9~13はいずれも結束しない羽状縄文を施す。9は口唇部に二個一対の小突起を施す。

突起は口唇内面にも盛り上がっている。

壺・注口 19~43は有文の壺・ 注口である。19・38・39は連続した眼鏡状のモチーフを磨消縄文に
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より描き、その接点に瘤を貼付している。ただし、 19・38は上下に向き合う弧線の中には一条の沈

線が施されるだけで、 二条の沈線により空白部を描出するものと異なる。 22~24・26~28・31は磨

り消し縄文による入組文を描出している。入組文の屈曲点には瘤の貼付されるもの (22・26・27・

32)とされないもの (28・31)がある。貼付されるものは入り組み文の一単位の帯の中にスリット

状に沈線が施され、一単位の帯が上下2帯で一対の効果を与えている。屈曲点に瘤の見られないも

のはスリット状の沈線が認められない。

25~29・30・33~35は磨消縄文により木葉状の文様を描くものである。胴部の一単位の帯中に

スリット状の沈線が施される。頸部文様ははスリット状の沈線を施さないようである (33・34)。

瘤は上面には刻みが施される。

40・41は複数条の沈線により入組文を描くものである。沈線の起点には瘤が付される。

44・45・4 7・48は無文の壺・注口である。外面はミガキが施されている。

49は異形の注口土器と思われる。体部が二股に分岐し、管状になっている。下半は欠失してい

る。磨り消し縄文による入組文が施され、結節点には瘤が貼付される。口縁部は一部を欠失するが、

実測固 aを上面とするなら、上面に向かって開口する。下面の口縁部下には一条の隆起帯が施され

るが、全周しないようである。これまで知られている類例は、実測図左手を上として、管状部の下

に球形の注口体部が付くが、上面開口部のあり方が本例とは異なっている。本例の開口部にはある

いは52のような人面が付されていた可能性も考えられる。

縄文時代後期の小型土器・土製品 (50~52) 50は小型の台付き土器である。器壁は全体に薄いが、

均ーではない。 51はミニチュアの壺形である。 52は人面士製品である。土偶頭部としては極端に薄く、

何らかに貼り付けられた人面であったと考えたい。実測図裏面側縁部付近に若干の凹みが認められ、

この凹み部分が接合部分であった可能性が考えられるが、磨滅のため剥離痕の認定は難しい。

縄文時代晩期の土器 (53) 53は口縁部に三叉状の入組文を施す台付鉢である。口唇部には比較的大

振りなB字状突起が付される。 （中村 哲也）

B区出土石器 （図59~63)

定形石器40点、石核23点、礫石器73点、不定形石器2038点の総数2174点が出土している。全体の72

％は第1II層から出士している。その中でも、第IIIe層からの出士割合が高い。

石鏃 （図59-1 ~12) 

有茎鏃9点、無茎鏃 1点、棒状2点の計12点が出土している。 有茎のものでは茎部と基部の境が明

瞭ではない菱形のものが主体である。片面に全面調整を行い、裏面には一次剥離面を残して周縁調整

を行うのが特徴である。素材の用い方は斜め、縦方向、横方向と多様で一定してない。 9は茎部両面

にアスファルトが付着している。

石槍（図59-14)

素材の周縁を先端の尖ったやや軟質のハンマーでの押圧によって整えた石槍で、剥離角度は素材形

状に影響されて多様なものの、正面の先端から中位にかけては平坦な剥離で覆われている。

石錐（図59-13・15~20)

7点出土している。縦長剥片を素材とし、剥片の一端を加工し錐部を作出したものである。刃部は
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素材剥片の長軸上末端にほぼ位置している。17は細長い剥片の末端部両側に大きな急角度剥離を入れ

錐部を作り出している。つまみとなる部分は急斜度の片面調整で成形し、右縁は特に調整後に縁辺を

鈍らせている。一方、左縁は大きな急角度剥離を行い、上部には大きな浅いノッチが入る。15は逆三

角形の素材剥片の末端両側に急角度の調整を加えて錐部としており、裏面に現れた微細な平坦剥離や

先端に生じた大きなねじれ剥離によって石錐に区分したものである。16は破損した縦形石匙からの転

用品で、先端部に15と同様の破損が認められる他、先端から下位 1/3までにかけての欠損面と腹面

とがなす稜に顕著な磨耗が観察できる。

石匙（図59-21~図60-37)

縦型が12点、横型が5点である。A区同様、素材刹片の用い方が特徴的で、横型石匙によく現れて

いる。打面部分が刃部の端にくるようにして石器を作り上げているため (27・33~35)、刃部が突然

分厚くなったり、折損品のような形状を呈するものがある (33・34)。刃部調整は両面に施される例

が多く、形態を間わず細長い連続調整を行うものが多い。腹面には奥にまで達する平坦剥離が施され

ている (24・34~36)。調整はやや軟質のエ具による押圧である。全体的に石匙の加工は周縁部が中

心である。また、つまみ部分の成形も入念なものは少なく、作り出しも簡略的で、 29のような片面調

整のものや、 26の片面のように 1枚の浅いノッチで済ませているものもある。32は器面の摩耗が激し

く、使用による痕跡と思われる。

磨製石斧（図61-52)

1点出土している。刃部両面に斜方向の擦痕が明確に残る両刃石斧で、両面中央部は摩耗している。

石製品（図61-51・53)

51は石斧と同様の形状と作りをし、丁寧に研磨されたものである。刃部には使用痕跡は無く、くび

れ部周辺には横方向の擦痕があることから紐等が巻き付けられた可能性がある。非実用的道具と思わ

れる。 53は端部に敲打加工を施した棒状の石製品である。このほか、欠損品であるが、凝灰岩製の直

径1.2cmの棒状磨製石製品が第III層から 1点出上している。

不定形石器

二次加工剥片（図60・61)

a類 (38~41) 4点出土している。石鏃の未製品 (40)、欠損して用途不明のもの (38、39)、両

面の片側縁に連続した平行剥離を施し刃部を形成したもの(41)が出土している。

b類 (43~46) 削器・掻器類に相当するものが42点で出土している。総じて軟質ハンマーによる

片面押圧で刃部が作られ、硬質ハンマーの直接打撃と認定できるのは、 46の左縁辺への急角度調整の

みである。また43を除けば、石器の外形全体を整えようとする意図はうかがえない。42、44、45、の

刃部は明確なスクレイパーエッジとなり、 43はそれらよりも調整角度が鋭角である。 46は腹面にやや

急角度となる連続した微細調整が施されている。

C • d類 c類が81点、 d類が186点出士している。石材は珪質頁岩の他にチャートが3割を占め

る。チャート製のものは 3cm以下の礫面を有する剥片 (g類）を素材として縁辺を加工したものが

多い。この他、厚みのある剥片の縁辺に細部調整を施したものがみられる。

使用痕の有る剥片

96点出上している。微細剥離痕が背面側に残るものが大半で、腹側に残るものが19点、両面のものが
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14点である。素材剥片は薄手のものや肉厚のもの、大きさは 2cm~lOcmのものと多様である。

剥片

e類 素材となりうる剥片は少なく 14点を数えるのみで、、石材は珪質頁岩に限定される。

f類 1474点出土し、その石材は珪質頁岩・チャート・玉髄質珪質頁岩の順で多い。打面形状は平

坦打面が大半で、切子打面は 2割程度である。黒色珪質頁岩については小打面の割合が他の石材より

大きい。また、珪質頁岩は1.5cm以下の小剥片が多くみられる。

g類 137点出上している。チャート製の 5cm以下の剥片が大半を占め、礫面を打面としたものや

背面に礫面を残したものが多い。この類に珪質頁岩はとても少ない。

石核 （図61-47~50)

第1II層を中心に25個の石核が出土している。 50は打面を固定して打面調整が行われたものである。

47、49は打面と作業面を頻繁に転位したもので、双方とも剥片生産は終段階に入り残核とみなされる。

いずれの石核でも、剥片生産は打面に対して概ね垂直に近い加撃によってなされている。 48は原石で、

打ち割りがーカ所認められる。この他に、 3~ 5 cmの残核が6点、礫面を残す10cm程のチャート製

石核が1点出士している。石材は珪質頁岩が主体で、頁岩2点、チャート 2点、鉄石英 1点である。

礫石器

敲磨器 （図61~63) 

I a類 (54~56) スリ加工により器面に平坦面を形成したもので、 9点出上している。

I b類 (57) 棒状の礫を素材とし、全面にすり痕が残るものが15点出上した。厚さ 3~ 5cmで、

断面形は円形・楕円形が多く、角形が4点である。中には石棒の一部もしくは未製品と思われるもの

がある。石材は流紋岩6点、石英安山岩5点、安山岩3点、凝灰岩 l点が使用されている。

I C類 (58) 円礫または角礫の形状をかえず、一部にすり痕がみられるものが18点出土した。 58

のような小形の円礫を麿いたものが4点出土している。

II類 (59~61) 敲打痕のあるものが9点出土した。全体を敲打によって棒状に成形したものが2

点出土し (59)、円礫の側面や端部に敲打を行ったものが大半を占める (60・61)。59は形状から石棒

の未製品の可能性がある。棒状に加工したものには流紋岩が、その他には安山岩を使用している。

III類 (62) 器面中央に深さ 5mm以下の浅い凹み痕を残すものが9点出土している。長さ13cm

以下で厚さ 5~ 7 cmの厚い円礫と厚さ 5cm以下の扁平礫の 2つを素材としている。両面を使用し、

一面に複数の痕跡を残すものが特徴である。石材は62が凝灰岩を、その他は安山岩を利用している。

w類 (63~ 65) [UJみ痕と敲打・すり痕が残るものと、敲打痕とすり痕のみのものにわけられる。

特に凹み痕を有するものは他の使用痕跡の上に凹みがみられることから、他の目的に使用したものを

凹み石に転用した可能性がある。

砥石 (71)

扁平礫の両面に長さ1.5~2 cm、幅4mmの溝状の痕跡が数力所みられ、その中に擦痕がみられる。
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打製石器 (67)

節理面にそって板状剥離したものを素材とし、硬質のハンマーによる直接打撃によって端部を両面

加工している。片側端部両面には擦痕が残る。

石冠 (66)

扁平な礫を素材とし、両面を打撃加工して三角形に成形している。縁辺には使用による磨り面と敲

打痕が残る。

石棒 (69・70)

69は頭部を円形に成形し、全面に磨り加工が施されている単頭石棒である。70は石棒の把手付き頭

部である。把手を頭部に張り付けた後に把手の両側から穿孔し、かつ把手の上下に各 1本の擦痕が施

されている。把手は片側が欠損しているが、把手の穿孔の痕跡と把手の上に擦痕が施されていること

から位置が推定できた。頭部には 3・4本の擦痕が縦に施されている。頭部上下面には細かい擦痕が

顕著である。上面の擦痕は多方向から付けられているが、下面は左上がりの斜方向と一定である。断

面形状は胴部が円形で、頭部は楕円形である。

石皿・台石 (68)

6点出土している。68は器面全体に赤色顔料が付着したものである。厚さ5~10cmの石英安山岩

または安山岩を使用している。片面に弱いすり痕が残っているものがほとんどである。

（杉野森淳子）

c区出土土器（図64)

c区から出土した土器は、整理箱 9箱分、重量にして約42.7kgである（試掘調壺分除く ）。 礫混じ
りの黒色士から出士し、細片が多かった。

縄文時代後期初頭～前葉の土器 (1~15) 1は縦方向に曲線的な隆帯の施される口縁部である。後

期初頭と思われる。2~13は半隆帯や沈線により文様を施す一群で、十腰内 I式に比定される。

14・15は単軸絡状体5類を施すもので、十腰内 I式に伴う粗製土器と考えられる。14は折返しD縁に

縄文を施すものである。

縄文時代後期後葉の士器 (16~21) 16は口縁部文様帯に帯状の縄文帯が施される。縄文はRL・LR

二種の原体を用いた羽状縄文である。縄文帯の施文位罹から欅掛状文は形成せず、帯状の入組文様に

なると思われる。17は同一個体の可能性がある。19・20は羽状縄文を施す粗製深鉢である。口縁部の

上面を軽くナデ付け面取りしている。

縄文時代晩期の士器 (21・22) 21・22は同一個体と思われる。大洞B2式に比定される。

縄文時代後期～晩期の粗製土器 (23~25) 24はLR縄文を施文する。器壁は薄く 4~5mmで、均ーで

ある。23・25は細かな条痕を縦方向に施すものである。

土製品 26は円盤状土製品である。土器片を再利用したもので、周囲は擦りによって整形した可能

性が考えられるが、遺存状態が良好でないため不明である。胎土や文様から十腰内 I式に伴う可能性

が考えられる。 （中村哲也）
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図65 C区出土石器

c区出士石器（図65)

c区から定形石器5点、不定形石器71点、敲磨器4点の計80点が出上している。グリットライン192
~210間の主に第1II層から出土している。定形石器は197~201ラインの緩斜面に集中する。

石匙 (1~ 4) 横型 1点、縦型 3点である。最も厚くなる素材剥片の打点まわりをつまみ部とし

て作出している。表面は周縁加工が中心で、裏面は刃部とつまみ部に加工を行う程度である。刃部の

調整は両面に施され、細長い連続した平坦剥離が施されている。2のような片面全面を覆う調整は稀

である。調整はやや軟質のエ具による押圧である。 1では表面つまみ部にタール状の付着が見られる。

石製品 (5) 断面が蒲鉾状となる三角形の石製品である。全面に磨き加工が施されている。

二次加工剥片 c類 2点、 d類 4点が出土している。大きさ 3cmのチャートと 6cmの珪質頁岩の

縁辺に片面調整を施したものである。

使用痕を有する剥片 5点出上している。珪質頁岩の背面側に微細剥離痕が数力所みられるものと、

安山岩の縦長測片の縁辺に連続した微細剥離痕が残るものもある。
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剥片 e類 1点、 f類56点、 g類3点の計60点出士している。素材となりうる剥片は 1点のみで、

1.5cm以下の小剥片が3点出土している。小剥片と g類の石材はチャートが多い。

敲磨器 (6・7) 表裏面中央を丁寧に磨き、片側面に磨り面がみられる Ia類に属するもの (6)、

直径4cmの棒状に磨り加工したもの 2点 (Ib類）、中央に浅い凹みがあり、一部に砥石として使わ

れたと思われる擦痕が顕著な敲磨器w類が 1点 (7)出士している。 （杉野森 淳子）
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第4章まとめ

第 1節 B区出土土器について

B区出士士器の大半は縄文時代後期後葉の比較的まとまった時期の土器と考えられる。その文様モ

チーフや施文手法から絹年的位置付けを考えてみたい。

まず、その特徴をあげてみよう。①文様モチーフは一定の幅を持った入組文様、あるいは木葉文で

あるが、その幅は極端に太いものではない。②文様モチーフの1単位内にスリット状の沈線が施され

るものが多い。③文様モチーフの屈曲点に瘤が貼り付けられる。④口緑部には瘤を貼り付ける縄文帯

を数条巡らす壺・注口、二条の沈線間に瘤を貼り付ける深鉢がある。⑤口縁部やその他の場所に刻み

が施されるものは図56-2を除いて認められない。⑥瘤は大小二つある。大きいものは三角錐を縦に

二等分して切断面を上に向け、底面を器面に貼り付けたような形状を呈する。上面には縦方向の刻み

が施される。

以下に十腰内遣跡の発掘調査報告書（今井・磯崎 1968 : 以下「十腰内報文」）に示された土器群

との異同を示してみたい。②はPL66-22体部の文様に類例がある。③は十腰内報文Figl27-23に認

められる (PL75-142・146もその類例か？）。⑤は、十腰内報文PL-74に示されたW群土器にはロ

縁部や胴部に二条の刻みH帯が施される例が多い。 一方、 V群には刻み目を有するものはない。⑥の

うち、大きな瘤は十腰内報文PL75-145に認められる。以上の点からB区出土土器は十腰内V群に相

当する要素をもっている。①については、 B区出士士器が小片であることからモチーフ全体を復元す

るのが困難であること、また、十腰内報文においてV群のモチーフを判断できる資料の少ないことか

ら、十腰内V群と類似するものと判断してよいかどうかわからない。W群に示されたモチーフに類す

るものもある（図57-28・31)が、全容は不明である。

十腰内遣跡において示された上器群と対比する限り、 B区出土上器はW群を一部含む可能性がある

が、 V群を主体とするものと判断される。

該期の土器は十腰内報文において細分の可能性が示唆されており、これをうけて幾つかの細分案が

提出されている（岡田 1986、関根 1993、鈴木 1997・1998)。しかし、同一の資料に対する評価

が異なるなど、なお問題も数多い。ここで詳細な検討を行う余裕はないが、いずれの編年案において

もより新しい段階で入組文モチーフの縄文帯の幅が細くなる傾向はよみとることができる。

当地域において瘤付土器の比較的良好な資料が出土している蛍沢逍跡（青森市蛍沢遺跡調査団編

1979)の土器との比較を試みるなら、類似モチーフが認められる（たとえば第122図ー2の胴部文様上

半のスリット状沈線の施された木葉状の文様）一方、 B区出土土器に比べて入組文モチーフの幅が細

くなり、流動的になっているものがある（第119図ー18、129圏ー1・4など）。 B区出土土器が小片で

あるため一概にはいえないが、上述した編年案から読みとれる一般的な傾向に照らせば蛍沢遺跡出土

土器の方が新しい可能性が指摘できる。スリット状の沈線については他遺跡での類例を収集していな

い段階での評価は難しいものの、上述のような傾向を認めることが可能であるなら、縄文帯の幅が狭

くなる端緒としてとらえられる可能性も考えられる。瘤の上面を刻む手法は岩手県北部の遺跡や青森

県南部地方の遺跡には認められない。青森県西半部の地域性を示すものと考えられる。

（中村哲也）
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第 2節 B区出土石器について

B区の石器はグリッドラインXIIE~XIIN間の東側の緩斜面を中心に分布している。剥片 f類・

g類が集中し、特に 1cm前後の小剥片および微細剥片が目立つ。さらに、定形石器をはじめとし、

石核・残核や礫石器も谷に集中している。このことと、上器の出土状態から B区では遺跡内で石器を

製作し、 B区の谷に廃棄したことが考えられる。石器製作が行われていた可能性が窺える。石器製作

工程では以下のことが想定される。剥片 g類にはチャートが大半を占めることと礫面を残した製品と

石核が出士していることから素材となる原石を持ち込み、石核整形から行ったものと思われる。また、

珪質頁岩は剥片 g類が少ない点や小形の石核が多い点などから石核を持ち込んでB区で剥片剥離作業

を行ったと考えられる。

石器の特徴としては石匙の製作方法が挙げられる。素材剥片の用い方が特殊で、特に横型石匙にそ

の特徴が現れている。最も厚くなる素材剥片の打点まわりを利用してつまみ部を作出するのではなく、

その部分が刃部の端にくるようにして石器を作り上げている点である。そのためこれらは、刃部が突

然分厚くなったり、折損品のような不自然な外観を呈している。また、形態にかかわらず細長い連続

調整で刃部を形成するものが多くみられる。全体的に石匙の加工は周縁部が中心で、片面全面を覆う

ような調整は見られない。刃部調整は両面に施される例も多く、腹面調整は奥にまで達する平坦剥離

が大半である。調整は背面側と同様、やや軟質のエ具による押圧である。つまみ部成形は簡略的であ

る。また、中には器面の磨耗が大きいものや石匙を錐に再利用したものがあることから個体への執着

の強い例も認められ、石匙以外の器種とは異なった様相を示していることが特徴である。

A区出土の石箆の成形方法は山下遺跡と類似し、形状により区別できる。棒状の石箆は押圧や間接

打撃が駆使されているのに対し、撥形は直接打撃による平坦剥離の占める割合が大きい。刃部側面は、

撥形が片刃や偏刃に傾き、棒状は両刃になる。刃部形状は棒状のものが丸刃、撥形は直刃になる。

石棒は 2点出土している。1点は器面成形及び頭部成形が簡素な、縄文時代後期のものと考えられ

る石棒である（図63-69)。一方は頭部のみ出土し、装飾の施された石棒である。これまで、頭部に

線刻し、強いくびれを有する石棒は東北・北海道に分布している。その中で頭部に把手を有するもの

は岩手県で出土している（上鷹生遺跡・臥屋敷Ia遺跡）。把手付頭部の石棒は県内では初めての例

である。把手の存在から石棒は紐を通して吊り下げておかれていたことも想定でぎる。今回出上した

把手付きの石棒は頭部形状や断面形から、後期末の両頭石棒の可能性がある。

石器の時期については機種組成・石器の形態から縄文前期と後期に相当するものと思われる。

（杉野森淳子）
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選構内土器
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A区土器

図版 出土位置 出土層位 外面調整等 内面調整等 胎 土 備 考

53-I X A-209 II a磨 隆帯撚糸側面圧痕 (L) 桟維微蓋

53-2 X D-202 II a陪 LR・RL羽状 砂礫含骨針無

53-3 XN-217 II a層 ホタン状貼付橋状把手撚糸側面圧痕 (R) ミガキ 砂礫多骨針無

53-4 XN-217 II a層 撚糸側面庄痕 ミガキ 砂礫含

53-5 XI I -229 Ila屈 羽状結束 1種 (RL・LR) ミガキ 砂礫含骨針無

53-6 XL -214 II a層 羽状結束 1種 (RL・LR) 砂礫含骨針無

53-7 X D-212 ll a層 LR縦位 砂礫含骨針無

53-8 XI F -228 I層 沈線 LR充填 砂含骨針無

53-9 XI -211 Ila層 沈線 LR斜位 砂含骨針無

53-10 XI I -228 眼鏡状突起 砂含骨針無

53-11 XI H -229 IT a層 L縦位回転 ミガキ 砂礫含骨針無

53-12 XI F-228 II a層 RL横位 砂含骨針無

53-13 XM-216 I層 LR横位 ナデ 砂礫含骨針無

53-14 XM-216 I層 0多 LR横位 ナデ 砂礫含骨針無

53-15 XIE -228 II層 口縁無文帝 (13cm)R L横位 ナデ 砂礫含骨針無

53-16 XIE -228 I層 LR横位 ナデ 砂含骨針無

53-17 XI I -229 Il a層 RL LR羽状 砂含骨針無

53-18 XI J -230 RL横位 ミガキ 砂含骨針無

53-19 XIE -228 I層 RL横位 ミガキ 砂含雲母含骨針含

53-20 XIE -228 RL横位 ミガキ 砂含骨針無

53-21 XI G -228 II a層 ミガキ ミガキ 砂礫含骨針無

53-22 XI G -228 Il a層 条痕 ナデ 砂礫含骨針無

53-23 XI G -228 Il a層 条痕 ナデ 砂礫含骨針無

53-24 XI L -228 IT a層 条痕 ナデ 砂含骨針無

53-25 XI I -228 条痕 ナデ 砂含骨針無

52-26 XI F-230 II a層 条痕 砂礫含骨針無

52-27 XI F -230 II a層 条痕 ナデ 砂礫含骨針無

B区土器

図版 出土位置 出土層位 外面調整等 内面調整等 胎 土 備 考

56-1 XIIG-230 磨滅顕著 砂含骨針無

56-2 XII I -232 m層 隆帯上刻み 沈線間刻み 磨滅顕著 砂礫含骨針無

56-3 XII F -229 I11層 入組文 LR充填貼瘤 ミガキ 砂微星骨針無

56-4 XN-217 I11層 入組文 LR充填貼瘤 ミガキ 砂微量骨針無

56-5 XIl I -232 川層 入組文 RL充填貼瘤 ミガキ 砂含骨針無

56-6 XITG-230 m層 平行沈線貼瘤 磨滅 砂礫多骨針無

56-7 XIIG-230 皿層 平行沈線貼瘤 磨滅 砂礫含骨針無

56-8 XIIG-230 皿層 平行沈線貼瘤 磨滅 砂礫多骨針無

56-9 XIIE -229 m層 RL・LR羽状縄文 ナデミガキ 砂礫多骨針無

56-10 XIlE -229 I11層 RL LR羽状縄文 ナデ ミガキ 砂含骨針無

56-11 XII I -232 川層 R L・ LR羽状縄文 ナデ 砂礫多骨針無

56-12 XII I -232 皿層 R L・LR羽状縄文 ナデ 砂礫多骨針無

56-13 XIIF-230 m層 RL LR羽状縄文 磨滅顕著 砂含骨針無

56-14 XIIE-230 m層 磨滅顕著 ナデ 砂含骨針無

56-15 XIIG ~230 m層 ナデ沈線 ナデ 砂礫多骨針無

56-16 XIJK-234 111層 磨滅顕著 磨滅顕著 砂礫含骨針無

57-17 XII I -232 III e層 磨滅顕著 ナデ 砂礫多骨針微景

57-18 XIIF -230 III e層 沈線磨滅顕著 ナデ 砂裸含骨針無

57-19 XIl G -230 I11層 入組文 ナデ 砂含骨針無

57-20 XIIG -230 I11層 口縁部突起沈線磨滅顕著 ミガキ 砂礫多骨針無

57-21 XITG ~230 III屡 入組文充填縄文 (RL?) 貼瘤 ナデ 骨針無

57-22 XIIG-230 皿陪 入組文磨消縄文RL・LR ナデ ミガキ 骨針無

57-23 XIIG-230 m層 入組文貼瘤 ナデ 砂含骨針無

57-24 XIIG-230 I11層 入組文 LR充填 ナデ 砂礫多骨針無

57-25 Xlll-231 III e層 木葉文 RL・ LR充填貼瘤 ナデ 砂含骨針無

57-26 XIIG -230 111層 入組文貼瘤 ナデ指押え 砂含骨針無

57-27 XIl G ~ 230 m層 入組文 LR充填貼瘤 ナデ 砂含骨針無

57-28 XIIF-230 I11層 入組文 RL・LR羽状充填 ナデ 砂礫含骨針無

57-29 XIIG-230 m層 木葉文 RL LR充填 ナデ 砂含

57-30 XllG-230 m層 入組文 R L・LR充填貼瘤 ナデ 砂礫含骨針無

57-31 刈IF-230 I11層 木葉文 ナデ 砂礫含骨針無

57-32 XIlG-230 m層 入組文貼瘤 ナデ 砂含骨針無
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図版 出士位惜 出土陪位 外面調整等 内面調整等

57-33 XIIG-230 m層 入組文ミガキ貼瘤 ナデ

57-34 XIIG -230 m層 入組文貼瘤 ナデ

57-35 XIlG -230 m層 入組文 LR充填貼瘤 ナデ

57-36 XITG -230 ll1層 平行帯縄文 R L・LR充填 ナデ指押え

57-37 XITG-230 m層 入組文 RL・LR充填 ナデ

57-38 XII I~232 I11層 入組文 LR充填貼瘤 ナデ磨滅顕著

57-39 XIIG-230 皿層 入組文 LR・RL充填貼瘤 ナデ

57-40 XIIK-234 I11層 入組文貼瘤 ナデ

57-41 XIIK -234 Ill屈 入組文貼瘤 磨滅顕著

57-42 XIIG -230 m層 平行沈線 R L・LR充填縄文磨滅顕著 ミガキ 磨滅顕著

57-43 XITN-218 IT a層 ナデ ミガキ ナデ

58-44 XIIG -230 皿e殴 ミガキ ナデ

58-45 XII G-230 me層 ミガキ ナデ

58-46 XIIH-230 III e層 LR横位～縦位 ナデ

58-47 XIIG -230 III e層 ミガキ（薄落多） ナデ

58-48 XIIN-218 Ila層 沈線粗いミガキ ヘラ状工具によるナデ

58-49 XITF -230 

58-50 XIl I -232 

58-51 XII F-230 

58-52 XIIF-230 

58-53 XI D-229 

c区土器

圏版 出土位置

64-1 Xlll J -198 
64-2 XII 

64-3 XIII J -198 
64-4 XIII I -197 

64-5 XII J -197 

64-6 XIII I -197 

64-7 XIII I -198 

64-8 XIII I -197 

64-9 XIIl I -201 

64-10 XII J -197 

64-11 XIII I -197 

64-12 XIII I -197 

64-13 XII J -197 

64-14 XIIK-200 

64-15 XIIIK -200 

64-16 XIII I -205 

64-17 XIII I -205 

64-18 XlH I -205 

64-19 Xii J -206 

64-20 XII I~205 

64-21 XII I -201 

64-22 XII I -201 

64-23 XIIK -202 

64-24 湿 I-201 

64-25 XII K -202 

遺構外石器

A区石器

図版 器 種

me層 入組文（磨滅顕著） ナデ

m屈 磨滅顕著 磨滅顕著

皿層

III e層

II1層 口縁部三又文胴部RL横位 ミガキ

出土屈位 外面調整等 内面調整等

皿層 隆帯

旧層 隆帯沈線

皿層 半隆帯沈線 ナデ

m層 隆帯沈線

II1層 半隆帯沈線

m層 半隆帯沈線

m層 半隆帯沈線

皿層 半隆帯沈線

ma層 半隆帯沈線

皿層 半隆帯沈線

m層 半隆帯沈線

Ill層 半隆帯沈線

111層 沈線

Ill層 折返口縁 RL横位単絡5類

Il層 単絡 5類

I層 入組文 R L・LR羽状 ミガキ

I層 入組文 RL・LR羽状 ミガキ

I展 入組文 RL・ LR羽状

m層 RL・LR羽状

I層 R L・LR羽状

11層 入組文 LR充填

III a層 入組文 LR充填

I層 条痕

m層 LR横位

皿層 条痕 ミガキ

出土地点 層位 石 材 長 mm

54-I 石鏃 X G-211 Ila層 王抱質珪質頁岩 24 0 

54-2 石匙 XI J -223 Il層 珪質頁岩 44 6 

54-3 石匙 IX O -202 Il層 珪質頁岩 63 0 

54-4 石匙 X Q-224 Il a陪 珪質頁岩 37 0 

54-5 石匙 IX 0-204 rr層 珪質頁岩 42 5 

54-6 石匙 IXT-209 11層 珪質頁岩 412 

54-7 石箆 IXT-209 II a層 珪質頁岩 (60 0) 

54-8 石箆 XI D-229 I11層 珪質頁岩 ]09 2 

54-9 二次加工刺片 a IX0-201 11層 玉髄質珪質頁岩 23 0 

54-10 ＝次加工剥片 a IX 0-201 11屈 珪質頁岩 21 0 

54-ll 二次加工剥片b IX O -202 Il層 珪質頁岩 117 0 

54-12 二次加工剥片 a XL -215 II a層 珪質頁岩 45 7 

55-13 磨製石斧 XI D-229 m層 閃緑岩 105 0 

55-14 敲磨器 Ib IX T-209 Il a陪 流紋岩 103 5 
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幅 mm

13 D 

34 0 

51 0 

42 0 

51 0 

73 0 

38 4 

43 3 

19 0 

23 0 

62 0 

59 7 

41 0 

35 0 

第4章まとめ

胎 士 備 考

砂含骨針無

砂含骨針無

砂含骨針無

砂含骨針微量

砂含骨針無

砂礫含

砂礫含骨針無

砂含骨針無

砂含骨針無

砂微最骨針無

砂礫微量骨針無

砂含骨針無

砂含骨針無

砂礫多骨針無

砂含骨針無

砂礫少骨針無

砂礫含骨針無

浮石様の粒子含 骨針且

ミニチュア土器

人面土製品

砂礫少骨針無

胎 土 備 考

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂含骨針網

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

砂礫含骨針無

原 mm 重 g 備 考

4 0 08 IJ a、アスファルト付着

77 10 9 縦型、丸刃、表周辺調整

90 14 4 縦型

4 2 5 6 縦型、表周辺調整

10 0 21 3 縦型、片面周辺調整

10 3 26 3 横型、両面調整

16 3 17 0 

14 2 69 7 撥形

50 11 五角形

60 I 2 多角形

25 0 99 0 削器・掻器

13 2 23 1 石匙未製

27 0 174 5 片刃

20 0 103 2 全面研痕



山下遺跡 ・上野尻遺跡

図版番 器 種 出土地 点 層位 石 材 長 mm 幅 mm 庫 mm 重 g 備 考

55-15 敲磨器Il XI F -228 IT a語 安山岩 135 D 85 0 54 0 785 2 両面に浅い敲打痕

55-16 毅磨器rr X A-208 II b層 安山岩 40 0 38 0 34 0 67 2 敲打痕

55~17 敲磨器III IX 0-202 Il陪 凝灰岩 (112 0) 52 0 20 0 172 I 片面に凹み痕

B区石器

図版番 器 種 出土地 点 層位 石 材 長 mm 幅 mm 厚 mm 重 g 備 考

59-I 石鏃 XIIE-230 III e層 珪質負岩 (18 0) 13 0 40 06 Ila、下部欠損

59-2 石鏃 XIIF-230 me層 珪質頁岩 23 0 13 0 5 0 1 2 IT a 

59-3 石鏃 xn J -233 川e層 玉髄質珪質頁岩 (22 0) 110 50 08 II a 

59-4 石鏃 XIIM-235 不明 玉髄質珪質頁岩 24 0 13 0 40 0 7 Il a 

59-5 石鏃 XITF -230 III e層 珪質頁岩 (22 0) 15 0 40 1 0 IT a、尖端部欠損

59-6 石鏃 XII I -232 me層 珪質頁岩 29 0 10 0 40 09 ill 

59-7 石鏃 XIIH-231 illb涌 珪質頁岩 29 0 14 0 60 I 4 Il a 

59-8 石鏃 XIIF -229 me層 珪質頁岩 (34 0) 14 D 80 33 ill 

59-9 石鏃 XII J -233 me層 珪質頁岩 (25 0) 12 0 4 0 08 IT a、尖端部欠損

59-10 石鏃 表採 不明 珪質頁岩 40 0 13 0 50 1 3 且a

59-11 石鏃 不明 不明 歪髄質珪質頁岩 27 0 11 0 40 08 Il b 

59-12 石鏃 XIl J -234 III C層 玉髄質珪質頁岩 27 0 92 2 9 0 6 I C 

59-13 石錐 XIIH-231 11屈 玉随質珪質頁岩 (17 0) 18 0 5 0 08 上部欠損

59-14 石槍 XIIF-230 間居 珪質頁岩 49 0 29 0 63 7 6 

59-15 石錐 Xll I -231 11層 チャート 55 4 56 2 10 5 35 4 

59-16 石錐 XIl L~235 川c層 珪質頁岩 58 5 38 2 7 I 10 6 

59-17 石錐 XIl I -233 間培 2 チャート 62 7 27 8 13 0 18 5 

59-18 石錐 不明 不明 珪質頁岩 59 0 38 0 10 0 20 4 

59-19 石錐 XIIE -230 me層 珪質頁岩 (29 6) 18 0 5 7 2 3 

59-20 石錐 XIIH-231 11層 珪質頁岩 35 0 44 0 12 0 16 1 

59-21 石匙 XII J -232 旧c層 珪質頁岩 50 0 33 0 7 0 7 5 縦型、尖刃

59-22 石匙 XHG-230 me層 珪質頁岩 84 0 41 2 12 8 42 1 縦型

59-23 石匙 不明 不明 チャート (37 0) 28 0 70 4 4 縦型、刃部欠損

59-24 石匙 XIIF -230 III e陪 珪質頁岩 (43 0) 18 0 90 54 縦型、刃部欠損

59-25 石匙 XIl I -232 me層 珪質頁岩 35 0 22 0 50 3 1 縦型、刃部欠損

59-26 石匙 XIIE -229 皿層 珪質頁岩 33 0 14 0 50 I 7 縦型

60-27 石匙 XIIC -229 11層 珪質頁岩 43 0 28 0 13 0 13 2 縦型

60-28 石匙 刃IE-230 me陪 珪質頁岩 47 0 27 0 60 79 縦型、平刃

60-29 石匙 XII L -235 ill C層 珪質頁岩 47 3 27 7 85 88 縦型、片面調整

60-30 石匙 XII L -235 III c滋 珪質頁岩 58 6 20 I 68 80 縦型、両面調整

60-31 石匙 XII L -235 III C層 珪質頁岩 (50 D) 21 0 13 0 12 2 縦型

60-32 石匙 XIIF -229 m層 珪質頁岩 56 2 32 2 9 5 14 0 縦型、両面調整

60-33 石匙 XIIN -235 旧b層 珪質頁岩 34 0 51 2 48 69 横型、表片面周辺調整

60-34 石匙 XII I -232 me層 珪質頁岩 57 8 77 5 10 0 38 6 横型、両面調整

60-35 石匙 XIIG-230 me層 チャート 38 5 53 5 11 4 19 5 横型、両面調整

60-36 石匙 XII B -224 11層 珪質頁岩 35 0 66 4 68 12 7 横型、両面調整

60-37 石匙 XIl L -235 III C層 珪質頁岩 33 6 33 4 86 90 横型、両面調整

60-38 二次加工剥片 a XIl I -231 Il屈 黒曜石 (22 0) 11 0 36 06 不定形

60-39 二次加工剥片 a XIIH-230 I11屑 珪質頁岩 (23 5) 20 0 63 I 9 錐の未製品、上部欠損

60-40 二次加工剥片 a XllF -230 間層 珪質頁岩 30 0 14 0 6 2 2 I 石鏃未製品

60-41 二次加工剥片 a XIIF-229 me層 珪質頁岩 (23 5) 12 5 38 1 3 上下欠損

60-42 二次加工剥片b XIIE -229 II陪 珪質頁岩 59 I 57 7 14 2 33 3 削器

60-43 二次加工剥片b XIIB -227 Il層 珪質頁岩 102 0 52 0 15 3 45 3 削器

60-44 二次加工剥片b XIIF -230 me層 珪質頁岩 45 2 33 0 62 90 0 刃都欠損

61-45 二次加工剥片 b XITE -230 III e層 珪質頁岩 46 8 62 2 12 0 30 3 削器

61-46 二次加工剥片 b XIIK-234 III a層 珪質頁岩 80 0 33 3 17 0 47 8 削器

61-47 石核 不明 I b層 珪質頁岩 40 33 5 20 4 32 4 

61-48 石核 XII F -230 me層 珪質頁岩 60 6 46 4 42 6 99 4 

61-49 石核 XIID -229 [l層 珪質頁岩 77 2 72 0 43 2 149 2 

61-50 石核 XITH-231 me層 珪質頁岩 51 3 43 4 32 5 77 7 

61-51 石製品 XITE -230 III e層 緑色細粒凝灰岩 30 2 74 5 I 2 3 

61-52 磨製石斧 XII L -235 Il層 緑色凝灰岩 (69 0) 54 0 14 2 89 1 両刃、上部欠損

61-53 磨製石製品 XII I -232 me層 砂岩 (55 5) 19 0 16 0 19 3 研磨蔽打痕、上部欠損

61-54 敲磨器Ia XIIA-223 11層 安山岩 127 0 69 0 40 5 499 4 中央す り面

62-55 敵磨器Ia XJIM-235 Ill C居 流紋岩 233 5 53 5 45 0 423 0 上部すり面

62-56 敲磨器Ia XITF-230 me層 石英安山岩 84 0 67 0 25 0 184 5 両面中央す り面

62-57 敲磨器 Ib XIlF-231 Ill b層 流紋岩 (128 5) 44 5 41 5 334 I 全面研磨

62-58 敲磨器 IC xrrc -229 II層 安山岩 50 0 42 0 27 0 72 3 全面研磨

62-59 蔽磨器II XITK -234 III c層 流紋岩 (143 0) 50 0 34 6 354 2 全面に蔽叩痕有り

62-60 敲磨器Il XII I b層 石英安山岩 87 5 101 5 56 0 614 8 周辺部に蔽打痕有り

62-61 蔽磨器Il XIIG -230 皿c層 安山岩 76 0 51 0 41 0 203 2 両端部に敲打痕有り
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医版番 器 種 出土地 点 忌位 石 材 長 mm 幅 mm 犀 mm 重 g 価 考

62-62 敲磨器III XII I -233 me層 凝灰岩 129 0 70 5 32 D 413 2 両面に凹み痕有り

62-63 敲磨器IV XITG-231 ID b屈 凝灰岩 180 0 77 0 38 0 373 7 腋打・凹み痕

62-64 敲磨器w XII J -231 11層 凝灰岩 132 0 62 0 29 0 332 3 研磨凹み痕

63-65 敲磨器w XIIE -230 不明 砂岩 100 0 72 0 53 0 506 5 研磨凹み痕

63-66 打製石器 XIIE -230 me廣 安山岩 88 5 135 0 33 0 573 0 すり面

63-67 打製石器 XII G -230 III e層 流紋岩 294 5 71 0 40 0 762 4 擦痕顕苫

63-68 石皿 XIIE-23¥ ill b展 安山岩 187 0 98 0 55 0 1320 2 

63-69 石棒 XII L -233 I層 流紋岩 (333 0) 56 0 52 0 1401 5 擦痕顕著、下部欠損

63-70 石棒 排土 粘板岩 (69 0) 56 0 41 0 157 5 把手付頭部、下部欠損

63-71 砥石 不明 I b居 凝灰岩 (75 5) 52 0 28 0 165 6 両面に掠痕有り

c区石器

図版 器 種 出土地点 層位 石 材 長 mm 幅 mm 厚 mm 重: g 499 4備 考

65-I 石匙 XII J -198 I屈 珪質頁岩 58 4 (71 1) 87 29 I 横型、タール状付済物有り

65-2 石匙 XIII J -197 I層 珪質頁岩 46 2 17 6 96 68 縦型

65-3 石匙 XIlI J -197 不明 珪質頁岩 (35 0) 24 0 70 6 4 縦型

65-4 石匙 湿J-199 I屡 珪質頁岩 (32 0) 20 0 40 3 I 縦型

65-5 磨製石製品 XII I -207 I陪 凝灰岩 29 0 29 0 7 0 1 3 

65-6 敲磨器 Ia XIII J -200 I層 安山岩 (80 0) 70 5 51 0 375 3 片側面にすり面

65-7 敲磨器w XII J -206 I居 流紋岩 (132 0) 49 0 42 0 409 I 凹み痕、掠痕顕著、下部欠損
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付編 自然科学的分析

付編 自然科学的分析

1. 宮田地区山下遺跡から出土した木製品・炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山下遺跡では、縄文時代および平安時代の遺構が検出されている。このうち、平安時代の溝からは

上師器・須恵器・木器・鉄器等の遺物が検出されている。また、士坑や住居跡のカマドなどからは、

燃料材などと考えられる炭化物が出土している。

本報告では、平安時代の溝から出土した木製品、土坑および住居跡のカマドから出土した炭化材の

樹種を明らかにし、用材選択に関する資料を得る。

1 . 試料

試料は、出土した木製品10点（試料番号 1~ 10)、土坑(SK3)と、住居跡(S12)のカマドから出土し

た炭化材各 1点の合計12点である。木製品試料については、いずれも切片の状態で送付されてきた。

各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表 1に記した。

2. 方法

送付されてきた切片をガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留

水の混合液）で封入し、プレパラートを作製した。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同

定した。

炭化材は、 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する。

3. 結果

樹種同定結果を表1に示す。試料は確実な同定に至らず近似種としたものもあるが、針葉樹2種類

（ヒノキ・アスナロ属）と広葉樹3種類（アサダ・クリ・カエデ属）に同定された。各種類の主な解

剖学的特徴を以下に記す。

・ヒノキ (Chamaecyparisobtusa(Sied. et Zucc.)Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って認

められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で

1 ~ 3個。放射組織は単列、 1 ~15細胞高。

・アスナロ属(Thujopsis) ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。晩材部には樹脂細胞が認めら

れ、その水平壁にはじゅず状の肥厚が顕著に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、放射柔

細胞の壁は滑らか、分野壁孔はスギ型で 1~4個。放射組織は単列、 1~15細胞高。
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表 1 樹種同定結果

番号 注記 出土地点 時代 試料の質 製品名 樹種

1 w-1 12号溝覆上下 平安時代 生木 棒状木製品 アスナロ属

2 w-2 12号溝覆士下 平安時代 生木 棒状木製品 ヒノキ

3 w-3 12号溝覆上下 平安時代 生木 棒状木製品 アスナロ属近似種

4 w-4 12号溝覆士下 平安時代 生木 板状木製品 アスナロ属

5 w-5 12号溝覆上下 平安時代 生木 丸太半割材 アスナロ属近似種

6 w-6 12号溝覆士下 平安時代 生木 板状木製品 アスナロ属

7 w-7 12号溝覆土下 平安時代 生木 板状木製品 アスナロ属近似種

8 w-8 12号溝覆士下 平安時代 生木 棒状木製品 アスナロ属

9 w-9 12号溝覆土下 平安時代 生木 棒状木製品 アスナロ属近似種

10 w-11 12号溝覆土下 平安時代 生木 棒状木製品 アサダ

12号溝覆土下 平安時代 炭化物 燃料材？ クリ

12号溝覆土下 平安時代 炭化物 燃料材 カエデ属

切片が3断面観察できなかったり、切片の状態が悪く充分な観察ができなかった試料については、

近似種とした。

・アサダ(Ostryajaponica Sarg.) カバノキ科アサダ属

送付されてきた試料には、柾目面が含まれていなかった。また、木口面の切片が厚く、透過光での

観察が十分に行えなかった。散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2~4個が複合する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、 内壁にはかすかにらせん肥厚が認められる。放射組織は 1~4細

胞幅、 1~30細胞高。

・クリ (Castaneacrenata Sied. et Zucc) ブナ科クリ属

試料は保存状態が悪い。環孔材で孔圏部は 1~ 4列、孔圏外でやや急激～緩やかに管径を減じたの

ち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同

性、単列、 1~15細胞高。

・カエデ属(Acer) カエデ科

散孔材で、道管は単独または 2~3個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交

互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1~ 4細胞幅、 1~30細胞高。木

□面で不規則な紋様が認められる。

4. 考察

12号溝覆士下から出士した木製品は、棒状木製品にピノキとアサダが各 1点認められた以外は、全

てアスナロ属またはアスナロ属近似種であった。この結果から、 12号溝において、板状や棒状を呈す

る木製品にアスナロ属を中心とした用材選択が見られたことが推定される。板状や棒状を呈する木製

品にアスナロ属が多く認められた例は、稲垣村久米川遺跡でも報告されている（嶋倉， 1994)。また、

アスナロ属は、平安時代の製鉄や鍛冶の燃料材、住居構築材などとしても多く用いられていたことが

明かとなっている（嶋倉， 1982,1987; 岡本ほか， 1996)。アスナロ属が多く用いられた背景には、加

工性や耐水性等が考慮されたことが推定される。しかし、今回の木製品は、形状などはわかるものの、

-118-



付絹 自然科学的分析

用途などの詳細は不明であり、現時点では詳細は不明である。

一方、土坑および竪穴住居跡のカマドから出土した、燃料材と考えられる炭化物は、クリとカエデ

属であった。いずれも落葉広業樹であり、 12号溝の木製品とは用材選択が異なる。このうち、クリに

ついては、これまで県内各地で行われた調壺でも、同時期の住居構築材や燃料材に多く認められてい

る（嶋倉， 1980a,1980b,1987aなど）。また、カエデ属もクリなどと共に住居構築材や燃料材などに認

められることがある（嶋倉， 1987b)。このような住居構築材や燃料材などは、遺跡周辺に生育して

いた樹木など、容易に入手できるものが利用されたと考えられる。今回の結果についても、周辺に生

育していたクリやカエデ属などを燃料材として利用したことが推定される。
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2. 放射性炭素年代測定

学習大学放射性炭素年代測定結果報告書

1 9 9 8年3月 17 B 

青森県埋蔵文化財調査センタ ー 殿

1997年12月12日受領しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致します。

なお年代値の算出には14cの半減期としてLIBBYの半減期 55 7 0年を使用しています。また、

付記した誤差は召線の計数値の標準偏差びにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE SIG 

MA)に相当する年代です。また試料の戸線計数率と自然計数率の差が2(J以下のときは、 3(Jに相

当する年代を下限の年代値 (B. p.) として表示してあります。また、試料の差の B線計数率と現

在の標準炭素 (MODERN STANDARD CARBON)についての計数率との差が2(J以

下のときには、 Modernと表示し、 o14C%を付記してあります。

記

Code No. 試料

Gak-19868 自然木 from 山下遣跡

No. 1 現在の水田面より約ー lm

Gak-19869 自然木 from 山下遺跡

No. 2 現在の水田面より約ーlm
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1 3 8 0 士 60 

A. D. 5 7 0 

1 2 5 0 士 70 

A. D. 7 0 0 

学習院大学 木越邦彦
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山下遺跡航空写真

（ 遺跡南西から• 前方は東岳）

図版 1
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山下遺跡航空写真

（遺跡東側から。前方は陸奥湾、対岸は津軽半島）
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A区住居跡・溝
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1 . 第 1号住居跡カマド検出状況

3. 第 1号住居跡貼床土層断面

5. 第 2号住居跡完掘状況

7. 第4号住居跡完掘状況

山下遣跡 ・上野尻遺跡

2. 第 1号住居跡カマド土層断面

4. 第 2号住居跡

6. 第3号住居跡完掘状況

8. 第 4号住居跡カマド
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1 . 第12号溝跡士層断面 (C-C')

3. 第12号溝遺物出土状況

5. 第 1号埋設土器掘り方土層断面

7. 第3号土坑確認状況

2. 第12号溝遺物出士状況

4. 第 1号埋設土器

6. 第 1号カマド状遺構完掘状況

8. 第3号土坑完掘状況
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1 . 第 1号土坑完掘状況 2. 第10号土坑完堀状況

3. 第11号士坑完掘状況 4. 第2号配石

5. A区 III N -128遺物出土状況 6. A区 皿D-112遺物出土状況
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1 . B区遺物出土状況

2. B区遺物出士状況

7. B区遺物出土状況

9. C区遺物出土状況

2. B区遺物出土状況

5. B区遺物出土状況 6. B区遺物出土状況

8. C区遺物出士状況

10. C区遺物出土状況
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A. 木材

1. ヒノキ （試料番号 2)

2. あすなろ属 （試料番号8)

3. アサダ（試科番号10)

a . 木口、 b・柾目、 C : 板目

ー200μm:a 一200μm:b、C

B. 炭化材

I. く り (A区SK3) 

2. カエデ属 (S12カマド）

(a . 木口、 b: 柾目、 C . 板目）
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や山ま 下した遺 跡 お大おあ字ざみ宮や田たあ字ざた玉まみ水ず 02-201 01-277 50' 50' 4,500m2 青森県新総合

340-1、外 15" 19" 981031 運動公園建設

あ青お森もりけ県ん青あお森もり市し
40° 140° 980701 事業に伴う発

か上み野の尻じり遺跡 お大おあ字ざ矢や田だあ字ざか上み野の 02-201 01-278 50' 50' 3,800m2 掘調査

尻じり54、外 28" 58" 980831 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山下遺跡 集落 平安時代 住居跡溝土坑 土師器須恵器 外周溝付き竪穴住居跡

縄文時代後期 廃棄ブロック 十腰内 I式土器石器

上野尻遺跡 集落 縄文時代後期 廃棄ブロック 瘤付き土器石器 異形注□土器

散布地 縄文時代前期

～晩期
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